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ぶ
ど
う
の
木

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
女
学
院
同
窓
会
本
部
は
今
年
百

年
を
迎
え
ま
す
。現
在
は
全
国
10
ヶ
所

の
支
部
が
あ
り
ま
す
。（
関
東
支
部
会
は

英
和
女
学
校
校
友
会
と
し
て
、同
窓
会

本
部
設
立
の
四
年
前
に
発
足
し
て
い
ま

す
。関
東
支
部
史
誌「
葡
萄
の
木
」参
照
）

昨
年
の
総
会
で
は
会
則
改
正
の
ご
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。主
な
改
正
部

分
は
、学
院
に
あ
る
各
グ
レ
ー
ド
、つ
ま

り
中
高
、短
大
、大
学
、看
護
大
学
が

そ
れ
ぞ
れ
の
同
窓
会
部
会
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
枠
を
作
っ
た
こ
と

で
す
。同
窓
会
は
、本
部
に
事
務
局
を

置
き
、各
支
部
と
の
連
携
を
取
り
つ
つ

支
部
の
活
動
を
支
え
、会
員
個
へ々
の

対
応
も
行
い
な
が
ら
運
営
し
て
お
り
ま

す
。つ
ま
り
福
岡
女
学
院
同
窓
会
は
、

横
の
繋
が
り
、縦
の
繋
が
り
、学
院
と
の

繋
が
り
全
て
を
包
括
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。一
本
の
ぶ
ど
う
の
木
、そ
の

枝
は
四
方
に
広
が
り
、各
枝
は
ま
た
小

枝
を
支
え
、そ
の
枝
に
な
る
ぶ
ど
う
の

房
の一粒一粒
に
は
、福
岡
女
学
院
の「
こ

こ
ろ
」が
し
っ
か
り
詰
ま
っ
て
い
る
と
私

は
信
じ
て
お
り
ま
す
。

枝
の
広
が
り

１
２
９
年
前
に
英
和
女
学
校
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
学
校
が
新
し
い
教
育
制

度
で
福
岡
女
学
院
中
学
・
高
等
学
校
と

な
り
、中
高一貫
校
と
し
て
長
年
の
歩
み

を
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
の
後
、短
期
大

学
が
開
学
し
て
今
年
50
周
年
を
迎
え

ま
す
。次
に
大
学
、大
学
院
、看
護
大
学

が
開
設
さ
れ
、時
代
の
流
れ
に
沿
って
福

岡
女
学
院
に
は
次
々
に
教
育
機
関
が
増

え
ま
し
た
。短
期
大
学
独
自
の
同
窓
会

を
持
ち
た
い
と
希
望
し
て
い
る
卒
業
生

も
い
る
で
し
ょ
う
。既
に
２
０
１
２
年
に

は
看
護
大
学
が
第
一回
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
、看
護
大
学
同
窓
会
部
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。い
ず
れ
大
学
部
会
も

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

母
校
を
思
う
心

同
窓
会
に
関
わ
っ
て
き
て
感
じ
る
こ

と
は
、同
窓
生
の
母
校
を
思
う
気
持
ち

が
強
い
こ
と
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
忙
し
い

身
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
支
部
長
や
役
員
を
引
き
受
け
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
い
ま

す
。今
ま
で
お
会
い
し
た
80
代
、90
代
の

同
窓
生
の
多
く
の
方
は
、ご
自
分
の
人

生
を
振
り
返
っ
て
、今
あ
る
自
分
は
女

学
院
の
お
陰
で
あ
り
、女
学
院
の
教
育

は
自
分
の
原
点
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

何
が
そ
う
言
わ
せ
る
の
だ
ろ
う
、私
は

時
々
考
え
ま
す
。そ
れ
は
女
学
院
で
得

た
数
々
の
心
の
糧
、そ
の
糧
を
生
き
る

力
と
し
て
、卒
業
後
も
遠
く
離
れ
て
い

て
も
、ず
っ
と
持
ち
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。聖
書
に
は「
見
え

る
も
の
は
過
ぎ
去
り
ま
す
が
、見
え
な

い
も
の
は
永
遠
に
存
続
す
る
か
ら
」（
コ

リ
ン
ト
Ⅱ
４：
18
）と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、私
が
頂
い
た
手
紙
や
メ
ー
ル

の
中
か
ら
二
人
の
同
窓
生
の
言
葉
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

＊「
ど
ん
な
時
で
も
、私
の
行
為
は
福
岡

女
学
院
の
学
び
に
沿
う
も
の
だ
ろ
う

か
と
問
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
ま

す
。」（
Ｓ
18
年
女
卒
Ｎ
さ
ん
）

＊「
今
、こ
う
や
って
私
が
頑
張
れ
る
の
は
、

も
し
か
し
た
ら
女
学
院
で
も
ら
っ
た
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
お
陰
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。」（
Ｈ

6
年
高
、Ｈ
１１
年
大
卒
Ａ
さ
ん
）

お
二
人
の
年
代
は
半
世
紀
近
く
異
な

り
ま
す
が
、女
学
院
に
対
す
る
思
い
は

変
わ
り
が
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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福岡女学院短期大学２０１４年、短期大学は開学50周年を迎えます。
同窓生の皆様、是非、記念行事にご参加ください。 開学50周年

福岡女学院短期大学
開学50周年記念行事

短 大 開 学 5 0 周 年 に 寄 せて

2014年4月26日土
記念式典（礼拝） 午後1時～ 福岡女学院 ギール記念講堂

記 念 講 演 会 午後2時20分～3時50分 福岡女学院 ギール記念講堂

「心の国際化を求めて」　講師：東後 勝明 氏

記 念 祝 賀 会 午後6時～8時30分 西鉄グランドホテル 2階 プレジール

参加費：3,000円（当日受付にて） ※祝賀会は申込が必要です。下記をご覧下さい。

申込方法 下記のいずれかの方法でお申込みください。

2014年4月11日（金）午後1時

必要事項

申込締切

①氏名、②氏名よみ、③旧姓、④郵便番号、⑤住所、
⑥電話番号、⑦出身科、⑧卒業年
E-mailをお持ちの方はアドレスもお知らせください。

❶電話 092-575-3980　❷E-mail  eigoka＠fukujo.ac.jp
❸FAX 092-575-4456
❹福岡女学院大学ホームページ申込フォーム

記念祝賀会申込について

http://www2.fukujo.ac.jp/university/
（大学のトップ画面にあります）

懐かしい先生やお友達と楽しいひと時を過ごしませんか。
同窓生の皆様の祝賀会へのご参加、心よりお待ちしております。

≪記念祝賀会に参加予定の教職員≫

あいうえお順、敬称略、(  )は旧姓　上記以外にも多数の教職員が参加いたします。

安部  一紀 浅田  雅明 安中  康子 石川富紀子 石橋　  徹
板倉  武子 今村  紅子 植田  正暢 上田　  修 上原  敬司

安心院恵子 木下  智史 角　  静香 世利  優子 長野(北村)恭子
本山  貴典 山口(前野)みのり 吉松  朋之 吉村  球夫

大芝  香織 小田桐弘子 August McInnis 垣原由利子 木ノ脇悦郎
清川  直人 後田冨久子 齊藤  皓彦 坂元  明子 坂元  恵子
Jack D. Brajcich 城土　  穎 末澤  明子 髙島  一路 田中  淳子
德永　  徹 富田  礼子 Troy Doucette 二階堂  整 西垣  二一
西田  圭子 中川  憲次 原武　  哲 原（溝上）由美子 増田　  榮
松崎  寛子
山本　  博

宮内  妃奈 安河内由美子 山口  伸枝 山本  信子

教

　
　員

職
員

短大が二学科で発足したのは女学院
創立79周年の年でした。その後、将来
大学を創る母胎として国文科が設置
されました。その為に岩橋院長、木梨
学長のお供をして文部省に出頭した
時、ヒアリングの席で審査委員の先生
から“お宅は老舗（しにせ）ですから
ね”と言われた一言は、今も忘れるこ
とができません。これはギール先生以
来、女学院が歴代の院長先生を中心
に、日本の女子教育史に果してきた歩
みが、中央で評価された言葉でした。

前田　淑
（福岡女学院短期大学名誉教授）

一般教育・国文科

英語科が85人の新入生を迎えて行わ
れた、第一回目の開学式の日から50
年過ぎました。
美しいキャンパスで、多くの恵みと愛を
皆様から戴きました。「時間よ、そのま
ま止まっていて下さい」と叫び出したく
なるほどの素晴らしい瞬間が、何度も
ありました。お懐かしい皆様、是非と
も、お会い致したく存じます。もう呼び
戻すことの出来ない過ぎ去った日々
も、皆様方とお話をすれば取り戻せる
ような気がします。

板倉 武子
（元福岡女学院短期大学教授、
　　福岡女学院大学名誉教授）

英語科

短大開学50周年おめでとうございま
す。私はかつて、家政科（後の生活学
科）に奉職していた者です。短大の国
文科と生活学科を廃止して大学の人
間関係学部を開設したため、両科は
発展的に解消しましたが、卒業生の母
校は大学の中に息づいており永久不
滅です。記念行事に多数の卒業生が
出席されて、卒業生相互の良き交わり
の時となりますように。福岡女学院の
益々の発展と卒業生の皆さんのご多
幸を心よりお祈りいたします。

石橋　徹
（元福岡女学院短期大学教授、
　　福岡女学院大学名誉教授）

家政科・生活学科

2014年5月16日（金） 午前11時～午後3時日　 時 ：

西鉄グランドホテル場 　所 ：

中高ハンドベルクワイア演　 奏 ：

女優 藤吉 久美子さん（S55年高卒）ゲ スト：

S62年高卒・H1年短卒当番学年：

6,000円会 　費 ： ８０歳（S27年高卒）以上の方４，０００円・新卒の方３，０００円

詳しくは同封のチラシをご覧下さい。
チラシ（裏面）の振込用紙にてお申し込み下さい。

※ご注意、あらかじめ同窓会本部から許可のないチラシ・印刷物の提示や配布はご遠慮ください。

この度、同窓会は100周年を迎えます。今年はぜひいらっしゃいませんか。

会
長

拶
挨

栗
山  

昌
子

同
窓
会
会
長

（
S

30
年
高
卒
）

創立129周年 2014（平成26）年度

福岡女学院同窓会総会
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思
い
ま
す
。聖
書
に
は「
見
え

る
も
の
は
過
ぎ
去
り
ま
す
が
、見
え
な

い
も
の
は
永
遠
に
存
続
す
る
か
ら
」（
コ

リ
ン
ト
Ⅱ
４：
18
）と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、私
が
頂
い
た
手
紙
や
メ
ー
ル

の
中
か
ら
二
人
の
同
窓
生
の
言
葉
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

＊「
ど
ん
な
時
で
も
、私
の
行
為
は
福
岡

女
学
院
の
学
び
に
沿
う
も
の
だ
ろ
う

か
と
問
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
ま

す
。」（
Ｓ
18
年
女
卒
Ｎ
さ
ん
）

＊「
今
、こ
う
や
って
私
が
頑
張
れ
る
の
は
、

も
し
か
し
た
ら
女
学
院
で
も
ら
っ
た
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
お
陰
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。」（
Ｈ

6
年
高
、Ｈ
１１
年
大
卒
Ａ
さ
ん
）

お
二
人
の
年
代
は
半
世
紀
近
く
異
な

り
ま
す
が
、女
学
院
に
対
す
る
思
い
は

変
わ
り
が
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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福岡女学院短期大学２０１４年、短期大学は開学50周年を迎えます。
同窓生の皆様、是非、記念行事にご参加ください。 開学50周年

福岡女学院短期大学
開学50周年記念行事

短 大 開 学 5 0 周 年 に 寄 せて

2014年4月26日土
記念式典（礼拝） 午後1時～ 福岡女学院 ギール記念講堂

記 念 講 演 会 午後2時20分～3時50分 福岡女学院 ギール記念講堂

「心の国際化を求めて」　講師：東後 勝明 氏

記 念 祝 賀 会 午後6時～8時30分 西鉄グランドホテル 2階 プレジール

参加費：3,000円（当日受付にて） ※祝賀会は申込が必要です。下記をご覧下さい。

申込方法 下記のいずれかの方法でお申込みください。

2014年4月11日（金）午後1時

必要事項

申込締切

①氏名、②氏名よみ、③旧姓、④郵便番号、⑤住所、
⑥電話番号、⑦出身科、⑧卒業年
E-mailをお持ちの方はアドレスもお知らせください。

❶電話 092-575-3980　❷E-mail  eigoka＠fukujo.ac.jp
❸FAX 092-575-4456
❹福岡女学院大学ホームページ申込フォーム

記念祝賀会申込について

http://www2.fukujo.ac.jp/university/
（大学のトップ画面にあります）

懐かしい先生やお友達と楽しいひと時を過ごしませんか。
同窓生の皆様の祝賀会へのご参加、心よりお待ちしております。

≪記念祝賀会に参加予定の教職員≫

あいうえお順、敬称略、(  )は旧姓　上記以外にも多数の教職員が参加いたします。

安部  一紀 浅田  雅明 安中  康子 石川富紀子 石橋　  徹
板倉  武子 今村  紅子 植田  正暢 上田　  修 上原  敬司

安心院恵子 木下  智史 角　  静香 世利  優子 長野(北村)恭子
本山  貴典 山口(前野)みのり 吉松  朋之 吉村  球夫

大芝  香織 小田桐弘子 August McInnis 垣原由利子 木ノ脇悦郎
清川  直人 後田冨久子 齊藤  皓彦 坂元  明子 坂元  恵子
Jack D. Brajcich 城土　  穎 末澤  明子 髙島  一路 田中  淳子
德永　  徹 富田  礼子 Troy Doucette 二階堂  整 西垣  二一
西田  圭子 中川  憲次 原武　  哲 原（溝上）由美子 増田　  榮
松崎  寛子
山本　  博

宮内  妃奈 安河内由美子 山口  伸枝 山本  信子

教

　
　員

職
員

短大が二学科で発足したのは女学院
創立79周年の年でした。その後、将来
大学を創る母胎として国文科が設置
されました。その為に岩橋院長、木梨
学長のお供をして文部省に出頭した
時、ヒアリングの席で審査委員の先生
から“お宅は老舗（しにせ）ですから
ね”と言われた一言は、今も忘れるこ
とができません。これはギール先生以
来、女学院が歴代の院長先生を中心
に、日本の女子教育史に果してきた歩
みが、中央で評価された言葉でした。

前田　淑
（福岡女学院短期大学名誉教授）

一般教育・国文科

英語科が85人の新入生を迎えて行わ
れた、第一回目の開学式の日から50
年過ぎました。
美しいキャンパスで、多くの恵みと愛を
皆様から戴きました。「時間よ、そのま
ま止まっていて下さい」と叫び出したく
なるほどの素晴らしい瞬間が、何度も
ありました。お懐かしい皆様、是非と
も、お会い致したく存じます。もう呼び
戻すことの出来ない過ぎ去った日々
も、皆様方とお話をすれば取り戻せる
ような気がします。

板倉 武子
（元福岡女学院短期大学教授、
　　福岡女学院大学名誉教授）

英語科

短大開学50周年おめでとうございま
す。私はかつて、家政科（後の生活学
科）に奉職していた者です。短大の国
文科と生活学科を廃止して大学の人
間関係学部を開設したため、両科は
発展的に解消しましたが、卒業生の母
校は大学の中に息づいており永久不
滅です。記念行事に多数の卒業生が
出席されて、卒業生相互の良き交わり
の時となりますように。福岡女学院の
益々の発展と卒業生の皆さんのご多
幸を心よりお祈りいたします。

石橋　徹
（元福岡女学院短期大学教授、
　　福岡女学院大学名誉教授）

家政科・生活学科

2014年5月16日（金） 午前11時～午後3時日　 時 ：

西鉄グランドホテル場 　所 ：

中高ハンドベルクワイア演　 奏 ：

女優 藤吉 久美子さん（S55年高卒）ゲ スト：

S62年高卒・H1年短卒当番学年：

6,000円会 　費 ： ８０歳（S27年高卒）以上の方４，０００円・新卒の方３，０００円

詳しくは同封のチラシをご覧下さい。
チラシ（裏面）の振込用紙にてお申し込み下さい。

※ご注意、あらかじめ同窓会本部から許可のないチラシ・印刷物の提示や配布はご遠慮ください。

この度、同窓会は100周年を迎えます。今年はぜひいらっしゃいませんか。

会
長

拶
挨

栗
山  

昌
子

同
窓
会
会
長

（
S

30
年
高
卒
）

創立129周年 2014（平成26）年度

福岡女学院同窓会総会
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【
第
一
部 

】
礼
拝
・
総
会

奨
励
は
、名
誉
院
長
・同
窓
会
看
護
大
学

部
顧
問
德
永
徹
先
生
に
、マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の

言
葉
を
引
用
し
た「M

ake    Her  Sm
ile!

」の

タ
イ
ト
ル
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。マ

ザ
ー
テ
レ
サ
が
、「
災
害
や
戦
闘
や
貧
困
で
厳

し
い
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
人
々
に
、微
笑
み

を
与
え
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
彼
ら
に
勇
気
を

与
え
る
か
」を
語
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。そ
し
て
、総
会
に
集
う
同
窓
生

に
、「
様
々
な
苦
し
み
で
微
笑
ん
で
い
な
い
身

近
な
人
に
、微
笑
み
を
与
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。」と
説
か
れ
ま
し
た
。

議
事
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。今
年

度
か
ら
新
た
に
役
員
と
し
て
2
名
加
わ
り

ま
し
た
。栗
山
会
長
を
は
じ
め
、22
名
の
役

員
で
同
窓
会
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
第
二
部 

】
懇
親
会

懇
親
会
は
看
護
大
学
学
長
西
間
三
馨
先

生
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、当
番
学
年
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で

の「
メ
サ
イ
ア
」の
歴
史
や
、練
習
風
景
な
ど

が
映
像
に
よ
っ
て
映
し
出
さ
れ
、音
楽
科
の

3
名
の
演
奏
と
と
も
に
流
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
合
唱
団「
葡
萄
」の
合
唱
、続
い
て

総
会
参
加
者
全
員
に
よ
る「
創
立
記
念
日
の

歌
」と
恒
例
の「
ハ
レ
ル
ヤ
」の
大
合
唱
で

2
0
1
3
年
度
の
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

ミ
ッ
シ
ョン
グ
ッ
ズ
や「
お
仕
事
会
」の
手
作

り
の
品
々
の
販
売
も
あ
り
ま
し
た
。各
々
の

持
ち
場
で
力
を
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
当
番
学

年
、そ
し
て
こ
の
総
会
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
同
窓
生
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

B U D O U

04 Fukuoka Jo Gakuin Alumnae Associat ion

B U D O U

今回、49名でお手伝いさせていただきまし
た。この日のために、海外から駆けつけてくれた
友人もいました。卒業して長い年月が経ちました

が、改めて「葡萄の木」という絆の強さを感じました。
旧友との久しぶりの再会を楽しみながら準備することが

できました。2012年、30回目を迎えた「メサイア」をテーマ
に映像を作成し、音楽科による演奏とともに楽しんでいた
だきました。準備期間中、役員の皆様を始め、多くの方々
に手助けをしていただき、総会当日を迎えられてことに感
謝いたします。
今後の学院と同窓会のますますのご発展と皆様のお幸
せをお祈りします。
ありがとうございました。

2013年 度同窓会 総会報告

当番学年：S61年高卒・S63年
短卒

２
０
１
３
年
５
月
17
日（
金
）西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、来
賓
お
よ
び
同
窓
生

２
０
９
名
の
参
加
の
も
と
に
福
岡
女
学
院
創
立
１
２
８
周
年
、２
０
１
３
年
度

同
窓
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総会プログラム

当番学年
より

当番学年
より

同
窓
会
の
皆
様
、は
る
か
古
賀
の
地

か
ら
女
学
院
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
新
参
グ

レ
ー
ド
の
看
護
大
学
よ
り
看
護
大
学
、

及
び
第
2
代
学
長
の
私
の
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
学
は
開
設
6
年
目
に
入
っ
た
と
こ

ろ
で
、す
で
に
2
期
２
０
６
人
の
卒
業
生

を
出
し
て
い
ま
す
。特
色
は
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、こ
こ
で
は
2
つ
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

１
つ
は
、福
岡
女
学
院
の
建
学
の
理

念
で
も
あ
り
ま
す
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
の

精
神
に
基
づ
く
教
育
と
、看
護
の
理
念

で
あ
り
ま
す
ヒュ
ー
マ
ン
ケ
ア
リ
ン
グ
で

す
。こ
れ
ら
を
合
体
さ
せ
た
講
座
が
数

多
く
組
ま
れ
、倫
理
観
、愛
情
、そ
し
て

感
性
を
育
く
む
教
育
で
、優
良
な
次
世

代
を
担
う
看
護
職
を
育
成
す
る
こ
と

を
期
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

も
う一つ
は
、臨
地
実
習
に
関
す
る
こ

と
で
、看
護
教
育
は
如
何
に
優
良
な
実

習
病
院
と
連
携
で
き
る
か
が
、そ
の
教

育
成
果
に
極
め
て
大
き
く
関
わ
って
き

ま
す
。看
護
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
国
立

病
院
機
構
福
岡
東
医
療
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
お
分
り
の
よ

う
に
、国
立
病
院
機
構
の
病
院
群
と
設

立
当
初
よ
り
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、

福
岡
県
内
の
6
国
立
病
院
機
構
す
べ

て
が
実
習
病
院
と
な
って
い
ま
す
。

他
に
も
、九
州
大
学
病
院
、福
岡
大

学
病
院
、浜
の
町
病
院
、九
州
中
央
病

院
、福
岡
市
民
病
院
等
の
著
名
な
病

院
・
大
学
附
属
病
院
も
私
共
の
実
習

病
院
群
に
入
って
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
色
を
有
し
て
い
る
大

学
は
全
国
2
0
3
の
看
護
大
学
の
中
で

も
傑
出
し
た
存
在
で
す
。昨
年
、今
年

と
卒
業
し
就
職
し
た一期
生
、二
期
生
の

就
職
先
を
み
ま
し
て
も
、そ
れ
ぞ
れ
国

立
病
院
機
構
関
係
に
44
%
、実
習
病
院

関
係
に
62
%
、大
学
病
院
関
係
に
33
%

と
な
って
お
り
、如
実
に
そ
の
連
携
の
深

さ
が
数
値
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
は
医
療
・
看
護
の
深
化
に
伴
な

い
、看
護
の
分
野
も
認
定
看
護
師
、専

門
看
護
師
が
続
々
と
各
領
域
に
出
て
い

ま
す
。昨
年
末
で
専
門
看
護
師
は
１
，０

０
０
名
、認
定
看
護
師
は
１
０
，０
０
０

名
を
越
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は Nurse 

Practitioner

（
特
定
看
護
師
）と
呼
ば

れ
る
新
た
な
展
開
も
み
え
て
い
ま
す
。

従
来
、医
師
の
み
が
行
っ
て
き
た
分
野

に
ま
で
進
出
し
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、世
界
に
類
を
見
な
い
少
子
高

齢
化
の
先
頭
を
日
本
は
走
って
お
り
、２

０
２
０
年
頃
に
は
75
歳
以
上
が
１
，７
０

０
万
人
を
越
し
、逆
に
19
歳
以
下
は
２
，

１
０
０
万
人
と
減
少
す
る
、正
に
超
高

齢
化
社
会
に
突
入
し
ま
す
。こ
の
こ
と

は
介
護
・
医
療
を
多
大
に
要
す
る
年
齢

層
の
人
々
に
医
療
のm

ajority

で
あ
る
看

護
が
ど
う
関
わ
り
、逆
に
そ
れ
を
支
え

て
い
く
小
児
を
如
何
に
健
全
に
成
長
さ

せ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
に

入
っ
て
お
り
、そ
の
対
応
に一刻
の
猶
予

も
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、従
来
の
日
本
の
看
護
師

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
な
り
違
っ
て
、よ
り

広
く
、よ
り
深
い
領
域
への
拡
大
、進
展

が
看
護
界
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

私
達
福
岡
女
学
院
看
護
大
学
の
ス

タ
ッ
フ
は「
全
て
は
学
生
の
た
め
に
」の
精

神
を
持
っ
て
、4
年
間
の
学
生
生
活
を

充
実
し
た
も
の
と
し
、卒
業
時
に
は
最

高
の
笑
顔
と
成
就
感
を
持
っ
て
社
会
に

飛
び
立
た
せ
る
べ
く
教
育
に
励
ん
で
い

ま
す
。

頁
が
な
く
な
り
私
の
紹
介
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で〝
西

間
三
馨
〞を
検
索
し
て
い
た
だ
く
と
、結

構
、詳
し
い
も
の
が
出
て
お
り
ま
す
。

2
0
1
2
年
4
月
か
ら
第
2
代
学
長

と
な
り
ま
し
た
私
は
、畏
敬
す
る
德
永

徹
初
代
学
長
の
足
元
に
も
到
底
、及
び

ま
せ
ん
が
、福
岡
女
学
院
の
栄
光
に
満

ち
た
伝
統
を
汚
す
こ
と
な
く
、こ
の
新

設
看
護
大
学
を
確
固
た
る
存
在
に
す
べ

く
努
力
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、福
岡
女
学
院
に
係
る
皆
様

方
か
ら
温
か
な
ご
援
助
、ご
声
援
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

西間      三馨

福岡女学院看護大学
 学長

福
岡
女
学
院
看
護
大
学
か
ら

福
岡
女
学
院
同
窓
会
の

皆
様
方
へ
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【
第
一
部 

】
礼
拝
・
総
会

奨
励
は
、名
誉
院
長
・同
窓
会
看
護
大
学

部
顧
問
德
永
徹
先
生
に
、マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の

言
葉
を
引
用
し
た「M

ake    Her  Sm
ile!

」の

タ
イ
ト
ル
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。マ

ザ
ー
テ
レ
サ
が
、「
災
害
や
戦
闘
や
貧
困
で
厳

し
い
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
人
々
に
、微
笑
み

を
与
え
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
彼
ら
に
勇
気
を

与
え
る
か
」を
語
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。そ
し
て
、総
会
に
集
う
同
窓
生

に
、「
様
々
な
苦
し
み
で
微
笑
ん
で
い
な
い
身

近
な
人
に
、微
笑
み
を
与
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。」と
説
か
れ
ま
し
た
。

議
事
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。今
年

度
か
ら
新
た
に
役
員
と
し
て
2
名
加
わ
り

ま
し
た
。栗
山
会
長
を
は
じ
め
、22
名
の
役

員
で
同
窓
会
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
第
二
部 

】
懇
親
会

懇
親
会
は
看
護
大
学
学
長
西
間
三
馨
先

生
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、当
番
学
年
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で

の「
メ
サ
イ
ア
」の
歴
史
や
、練
習
風
景
な
ど

が
映
像
に
よ
っ
て
映
し
出
さ
れ
、音
楽
科
の

3
名
の
演
奏
と
と
も
に
流
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
合
唱
団「
葡
萄
」の
合
唱
、続
い
て

総
会
参
加
者
全
員
に
よ
る「
創
立
記
念
日
の

歌
」と
恒
例
の「
ハ
レ
ル
ヤ
」の
大
合
唱
で

2
0
1
3
年
度
の
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

ミ
ッ
シ
ョン
グ
ッ
ズ
や「
お
仕
事
会
」の
手
作

り
の
品
々
の
販
売
も
あ
り
ま
し
た
。各
々
の

持
ち
場
で
力
を
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
当
番
学

年
、そ
し
て
こ
の
総
会
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
同
窓
生
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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今回、49名でお手伝いさせていただきまし
た。この日のために、海外から駆けつけてくれた
友人もいました。卒業して長い年月が経ちました

が、改めて「葡萄の木」という絆の強さを感じました。
旧友との久しぶりの再会を楽しみながら準備することが

できました。2012年、30回目を迎えた「メサイア」をテーマ
に映像を作成し、音楽科による演奏とともに楽しんでいた
だきました。準備期間中、役員の皆様を始め、多くの方々
に手助けをしていただき、総会当日を迎えられてことに感
謝いたします。
今後の学院と同窓会のますますのご発展と皆様のお幸
せをお祈りします。
ありがとうございました。

2013年 度同窓会 総会報告

当番学年：S61年高卒・S63年
短卒

２
０
１
３
年
５
月
17
日（
金
）西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、来
賓
お
よ
び
同
窓
生

２
０
９
名
の
参
加
の
も
と
に
福
岡
女
学
院
創
立
１
２
８
周
年
、２
０
１
３
年
度

同
窓
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総会プログラム

当番学年
より

当番学年
より

同
窓
会
の
皆
様
、は
る
か
古
賀
の
地

か
ら
女
学
院
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
新
参
グ

レ
ー
ド
の
看
護
大
学
よ
り
看
護
大
学
、

及
び
第
2
代
学
長
の
私
の
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
学
は
開
設
6
年
目
に
入
っ
た
と
こ

ろ
で
、す
で
に
2
期
２
０
６
人
の
卒
業
生

を
出
し
て
い
ま
す
。特
色
は
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、こ
こ
で
は
2
つ
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

１
つ
は
、福
岡
女
学
院
の
建
学
の
理

念
で
も
あ
り
ま
す
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
の

精
神
に
基
づ
く
教
育
と
、看
護
の
理
念

で
あ
り
ま
す
ヒュ
ー
マ
ン
ケ
ア
リ
ン
グ
で

す
。こ
れ
ら
を
合
体
さ
せ
た
講
座
が
数

多
く
組
ま
れ
、倫
理
観
、愛
情
、そ
し
て

感
性
を
育
く
む
教
育
で
、優
良
な
次
世

代
を
担
う
看
護
職
を
育
成
す
る
こ
と

を
期
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

も
う一つ
は
、臨
地
実
習
に
関
す
る
こ

と
で
、看
護
教
育
は
如
何
に
優
良
な
実

習
病
院
と
連
携
で
き
る
か
が
、そ
の
教

育
成
果
に
極
め
て
大
き
く
関
わ
って
き

ま
す
。看
護
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
国
立

病
院
機
構
福
岡
東
医
療
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
お
分
り
の
よ

う
に
、国
立
病
院
機
構
の
病
院
群
と
設

立
当
初
よ
り
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、

福
岡
県
内
の
6
国
立
病
院
機
構
す
べ

て
が
実
習
病
院
と
な
って
い
ま
す
。

他
に
も
、九
州
大
学
病
院
、福
岡
大

学
病
院
、浜
の
町
病
院
、九
州
中
央
病

院
、福
岡
市
民
病
院
等
の
著
名
な
病

院
・
大
学
附
属
病
院
も
私
共
の
実
習

病
院
群
に
入
って
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
色
を
有
し
て
い
る
大

学
は
全
国
2
0
3
の
看
護
大
学
の
中
で

も
傑
出
し
た
存
在
で
す
。昨
年
、今
年

と
卒
業
し
就
職
し
た一期
生
、二
期
生
の

就
職
先
を
み
ま
し
て
も
、そ
れ
ぞ
れ
国

立
病
院
機
構
関
係
に
44
%
、実
習
病
院

関
係
に
62
%
、大
学
病
院
関
係
に
33
%

と
な
って
お
り
、如
実
に
そ
の
連
携
の
深

さ
が
数
値
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
は
医
療
・
看
護
の
深
化
に
伴
な

い
、看
護
の
分
野
も
認
定
看
護
師
、専

門
看
護
師
が
続
々
と
各
領
域
に
出
て
い

ま
す
。昨
年
末
で
専
門
看
護
師
は
１
，０

０
０
名
、認
定
看
護
師
は
１
０
，０
０
０

名
を
越
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は Nurse 

Practitioner

（
特
定
看
護
師
）と
呼
ば

れ
る
新
た
な
展
開
も
み
え
て
い
ま
す
。

従
来
、医
師
の
み
が
行
っ
て
き
た
分
野

に
ま
で
進
出
し
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、世
界
に
類
を
見
な
い
少
子
高

齢
化
の
先
頭
を
日
本
は
走
って
お
り
、２

０
２
０
年
頃
に
は
75
歳
以
上
が
１
，７
０

０
万
人
を
越
し
、逆
に
19
歳
以
下
は
２
，

１
０
０
万
人
と
減
少
す
る
、正
に
超
高

齢
化
社
会
に
突
入
し
ま
す
。こ
の
こ
と

は
介
護
・
医
療
を
多
大
に
要
す
る
年
齢

層
の
人
々
に
医
療
のm
ajority

で
あ
る
看

護
が
ど
う
関
わ
り
、逆
に
そ
れ
を
支
え

て
い
く
小
児
を
如
何
に
健
全
に
成
長
さ

せ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
に

入
っ
て
お
り
、そ
の
対
応
に一刻
の
猶
予

も
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、従
来
の
日
本
の
看
護
師

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
な
り
違
っ
て
、よ
り

広
く
、よ
り
深
い
領
域
への
拡
大
、進
展

が
看
護
界
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

私
達
福
岡
女
学
院
看
護
大
学
の
ス

タ
ッ
フ
は「
全
て
は
学
生
の
た
め
に
」の
精

神
を
持
っ
て
、4
年
間
の
学
生
生
活
を

充
実
し
た
も
の
と
し
、卒
業
時
に
は
最

高
の
笑
顔
と
成
就
感
を
持
っ
て
社
会
に

飛
び
立
た
せ
る
べ
く
教
育
に
励
ん
で
い

ま
す
。

頁
が
な
く
な
り
私
の
紹
介
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で〝
西

間
三
馨
〞を
検
索
し
て
い
た
だ
く
と
、結

構
、詳
し
い
も
の
が
出
て
お
り
ま
す
。

2
0
1
2
年
4
月
か
ら
第
2
代
学
長

と
な
り
ま
し
た
私
は
、畏
敬
す
る
德
永

徹
初
代
学
長
の
足
元
に
も
到
底
、及
び

ま
せ
ん
が
、福
岡
女
学
院
の
栄
光
に
満

ち
た
伝
統
を
汚
す
こ
と
な
く
、こ
の
新

設
看
護
大
学
を
確
固
た
る
存
在
に
す
べ

く
努
力
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、福
岡
女
学
院
に
係
る
皆
様

方
か
ら
温
か
な
ご
援
助
、ご
声
援
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

西間      三馨

福岡女学院看護大学
 学長

福
岡
女
学
院
看
護
大
学
か
ら

福
岡
女
学
院
同
窓
会
の

皆
様
方
へ
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高
等
学
校
音
楽
科
は
開
設
50
周
年
を
記
念
し
て
、５
つ
の
事
業『
ロ
ゴマ
ー

ク
』『
記
念
演
奏
会
』『
記
念
誌
』『
特
別
礼
拝
』『
公
開
講
座
』を
行
い
ま
し
た
。

す
べ
て
に
先
駆
け『
ロ
ゴ
マ
ー
ク
』を
作
成
し
ま
し
た
。今
後
も
使
え
る
よ

う
に
〜
S
i
n
c
e 
1
9
6
3
〜
と
い
う
文
字
を
入
れ
た
も
の
も
作
っ

て
お
り
ま
す
の
で
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
使
っ
て
下
さ
い
。

『
記
念
演
奏
会
』は
、10
月
4
日（
金
）福
岡
ア
ク
ロ
ス
シ
ン
フ
ォニ
ー
ホ
ー
ル

に
て
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
お
支
え
い
た
だ
い
た
方
へ々
感
謝
を
表
わ
す

時
と
し
た
い
と
考
え
、卒
業
生
と
在
校
生
に
よ
る
演
奏
会
と
し
ま
し
た
。1
，

0
0
0
名
近
い
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
り
、と
て
も
暖
か
い
雰
囲
気
の
中
で
演

奏
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。「
ハン
ド
ベル
」「
２
台
の
ピ
ア
ノ
」「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

フ
ル
ー
ト
、ピ
ア
ノ
に
よ
る
ト
リ
オ
」「
サ
ク
ソ
フ
ォン
と
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

「
合
唱
」と
、ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
構
成
と
な
り
、「
楽
し
か
っ
た
で
す
」と
い

う
感
想
も
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。特
に
最
後
の
合
唱「
天
地
創
造
」は
、卒

業
生
と
在
校
生
を
中
心
と
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
結
成
し
て
演
奏
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。大
き
な
喜
び
で
し
た
。

『
記
念
誌
』を
当
日
の
パン
フ
レ
ッ
ト
の
第
２
部
と
し
て
組
み
込
む
事
が
で
き

た
事
も
、と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

『
記
念
礼
拝
』で
は
演
奏
会
前
の
３
日
間
、音
楽
科
卒
業
生
と
本
校
教
員

に
奨
励
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。社
会
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
卒
業
生
を
身
近

に
感
じ
る
と
て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て『
公
開
講
座
』は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
と
シ
ョ
パン
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
、

３０
名
ほ
ど
の
参
観
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

立
案
か
ら
2
年
、音
楽
科
卒
業
生
会
を
始
め
、多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
事
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。プ
ロ
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

卒
業
生
の
姿
に
、改
め
て
歴
史
の
重
み
と
引
き
継
ぐ
者
と
し
て
の
責
任
の
大

き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
生
徒
た
ち
は〝
ぶ
ど
う
の
枝
〞に
繋
が
って
い
る

事
を
実
感
し
誇
り
を
覚
え
た
事
で
し
ょ
う
。

1
2
8
年
間
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
本
学
院
の
音
楽
文
化
を
さ
ら
に
深

め
、発
信
者
と
し
て
、内
外
に
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今
後
と
も
ご
協
力
、ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

二田 真知子
実行委員長　中高校長

（S45年音卒）

高
等
学
校
音
楽
科

開
設
50
周
年
記
念
事
業

を
終
え
て

同窓会本部へようこそ
同窓会本部を訪れてくださった同窓生の中から何名かご紹介したいと思います。

同窓会では皆様の母校への「お帰り」をお待ちしています。
事前に事務局（TEL:092-575-2479）までご連絡いただけると幸いです。

また、P5の村田さんのように転校や中学卒業までで同窓会会員になられていない方も、会則により入会できますので、ご
希望の方がいらっしゃいましたらお知らせください。

古田 知子古田 知子 さんさん
（S32年高卒の方と同学年）

江頭 壽子江頭 壽子

村田さん三姉妹村田さん三姉妹

さんさん
（S31年高卒の方と同学年）

篠原 弥生篠原 弥生 さんさん
（旧姓 中谷）

S12年女卒

横田 綾子横田 綾子 さんさん
（旧姓 荒川）

S13年女卒

左 ：

中央 ：

右 ：

辻本 孝子辻本 孝子 さんさん
（S34年高卒の方と同学年）

三姉妹で東京都から九州旅行の途中で同窓会本部を訪問されました。
女学院に通われたのは三年間ですが、同窓会の入会手続きをされ、
会員になられました。
三人そろって女学院時代を懐かしまれました。

2013年2月にお孫さんの小倉敬さんとご一緒に石川県より同窓会を訪問されました。アルバムを
見ながら、上野の音楽学校に入学するお友達をお見送りに行かれたこと、檀リツ子(旧姓高橋)
さんと同級だったことなど、懐かしく当時のお話をされました。卒業の際に徳永ヨシ先生から記念
のサインをしていただいた貴重な聖書も見せていただきました。いつまでもミッションスピリッツを
持ち続けていらっしゃる姿に感銘を受けました。

荒川文六先生（元福岡女学院理事長S22年～S43年）の娘さんの横田
綾子さんがお子様（望さん、春代さん）とそのご家族で訪問されました。資
料室にて文六先生のレリーフをご覧になり、同窓会でご歓談されました。
望さんの奥様文子さん（S51短卒）、春代さんのご主人本戸正彦さんの
お母様賀子さん（S5女卒）も女学院卒でまさしくミッションファミリーです。

同窓会本部の前で

会長と一緒に当時のアルバムを見ながら

文六先生のレリーフの前で

お孫さんと 在学中の篠原弥生さん

（旧姓）
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高
等
学
校
音
楽
科
は
開
設
50
周
年
を
記
念
し
て
、５
つ
の
事
業『
ロ
ゴマ
ー

ク
』『
記
念
演
奏
会
』『
記
念
誌
』『
特
別
礼
拝
』『
公
開
講
座
』を
行
い
ま
し
た
。

す
べ
て
に
先
駆
け『
ロ
ゴ
マ
ー
ク
』を
作
成
し
ま
し
た
。今
後
も
使
え
る
よ

う
に
〜
S
i
n
c
e 

1
9
6
3
〜
と
い
う
文
字
を
入
れ
た
も
の
も
作
っ

て
お
り
ま
す
の
で
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
使
っ
て
下
さ
い
。

『
記
念
演
奏
会
』は
、10
月
4
日（
金
）福
岡
ア
ク
ロ
ス
シ
ン
フ
ォニ
ー
ホ
ー
ル

に
て
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
お
支
え
い
た
だ
い
た
方
へ々
感
謝
を
表
わ
す

時
と
し
た
い
と
考
え
、卒
業
生
と
在
校
生
に
よ
る
演
奏
会
と
し
ま
し
た
。1
，

0
0
0
名
近
い
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
り
、と
て
も
暖
か
い
雰
囲
気
の
中
で
演

奏
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。「
ハン
ド
ベル
」「
２
台
の
ピ
ア
ノ
」「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

フ
ル
ー
ト
、ピ
ア
ノ
に
よ
る
ト
リ
オ
」「
サ
ク
ソ
フ
ォン
と
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

「
合
唱
」と
、ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
構
成
と
な
り
、「
楽
し
か
っ
た
で
す
」と
い

う
感
想
も
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。特
に
最
後
の
合
唱「
天
地
創
造
」は
、卒

業
生
と
在
校
生
を
中
心
と
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
結
成
し
て
演
奏
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。大
き
な
喜
び
で
し
た
。

『
記
念
誌
』を
当
日
の
パン
フ
レ
ッ
ト
の
第
２
部
と
し
て
組
み
込
む
事
が
で
き

た
事
も
、と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

『
記
念
礼
拝
』で
は
演
奏
会
前
の
３
日
間
、音
楽
科
卒
業
生
と
本
校
教
員

に
奨
励
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。社
会
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
卒
業
生
を
身
近

に
感
じ
る
と
て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て『
公
開
講
座
』は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
と
シ
ョ
パン
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
、

３０
名
ほ
ど
の
参
観
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

立
案
か
ら
2
年
、音
楽
科
卒
業
生
会
を
始
め
、多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
事
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。プ
ロ
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

卒
業
生
の
姿
に
、改
め
て
歴
史
の
重
み
と
引
き
継
ぐ
者
と
し
て
の
責
任
の
大

き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
生
徒
た
ち
は〝
ぶ
ど
う
の
枝
〞に
繋
が
って
い
る

事
を
実
感
し
誇
り
を
覚
え
た
事
で
し
ょ
う
。

1
2
8
年
間
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
本
学
院
の
音
楽
文
化
を
さ
ら
に
深

め
、発
信
者
と
し
て
、内
外
に
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今
後
と
も
ご
協
力
、ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

二田 真知子
実行委員長　中高校長

（S45年音卒）

高
等
学
校
音
楽
科

開
設
50
周
年
記
念
事
業

を
終
え
て
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綾子さんがお子様（望さん、春代さん）とそのご家族で訪問されました。資
料室にて文六先生のレリーフをご覧になり、同窓会でご歓談されました。
望さんの奥様文子さん（S51短卒）、春代さんのご主人本戸正彦さんの
お母様賀子さん（S5女卒）も女学院卒でまさしくミッションファミリーです。
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広島支部（131名）
鳥飼 英子（S28年高卒）

支部名（支部会員数）
支部長名（卒年）

支部を設立して13年になります。今年度より2年間の任
期で支部長、副支部長2名を交代いたしました。

支部の範囲が広いため、開
催地を工夫しようかとの案も
ありますが、現在のところ、な
るべく多くの方が参加しやす
いようにJR広島駅に隣接する
ホテルで行っています。

ぜひ、若い世 代 の 会 員 の
方々にも参加していただきた
いと思います。2014 年度 関東支部総会のご案内

2013年10月25日（金）

ハイアットリージェンシー東京（新宿）

7,000円＋1,000円（支部会費）

平田千代子さん （H13年音卒）

梶原　圭恵さん （H13年音卒）

廣瀬　史佳さん （H13年音卒）

関東支部HP http://fukujo-og-kanto.tokyo-hp.com/

どの支部会にも参加できますので、
同窓会事務局にお尋ね下さい

現在10支部あります。各支部の所在地は下記の通りです。範囲以外のところにお住まいの方もお申し出があれ
ば、どの支部にも、いくつでも所属することができます。毎年、各支部総会が開催され、趣向を凝らした温かい会と
なっています。ミッショングッズの販売も行います。支部会員以外の方も参加可能ですので、お誘い合わせの上、ぜ
ひお出かけください。

支 部 だ よ り支 部 だ よ り

岡垣町

芦屋町

中間市

直方市

鞍手町

北九州市

山口県

みやこ町

苅田町

みやま市

遠賀町
水巻町

10月10日（木）ホテルグランヴィア広島 にて10月10日（木）ホテルグランヴィア広島 にて

中部支部（123名）
平田 輝子（S51年音卒）

今年度も温かい雰囲気の中、
支部総会を開催することができ
ました。

2014年度の支部総会は春に
行います。音楽科卒業生のミニコ
ンサート、そしてご参加下さる方
があれば、翌日に伊勢神宮への旅も考えています是非皆さ
ま、お越しください。

10月24日（木）
マリオットアソシアホテル名古屋 にて
10月24日（木）
マリオットアソシアホテル名古屋 にて

北九州支部（1506名）
渕上 千津子（S48年高卒）

今年度から新たに京都郡の方々にもご案内をお送りしまし
た。支部長、会計、書記、監事の4名の役員で活動しています。
他支部会にも参加し交流を持っています。支部会は毎年10月1
日、同じホテルにて開催していますので、予定がたてやすいの

ではないでしょうか。参加された
方から、「年齢に関係なく新たな
出会いがあり、女学院を思う楽し
いひと時でした。」という感想を
伺いました。

北九州支部には短大卒、大卒
の方もたくさんお住まいです。ぜ
ひ、皆さまのご参加をお待ちして
います。

10月1日（火）小倉ステーションホテル にて10月1日（火）小倉ステーションホテル にて

関西支部（481名）
河本 紀子（S41年高卒）

関西支部では毎年支部長を交代
することとなりました。今年度は前
支部長の川上喜代子さんからひき
つぎました河本とＳ55年高卒のお当
番の方々と活動しています。今回も
リッツカールトンの厳かな雰囲気の
レストランで、ダンスショーや懐かし

い先生方のお話を伺ったりと、心弾むプログラムとなりました。
支部の範囲が広く、遠方の方は難しいかもしれませんが、機会

がありましたら、是非、支部会にご参加くださいませ。来年も10月
18日（土）、同ホテルにて行ないます。お待ちしております。新年度
の支部長は三好純子さん（S42年高卒）です。

10月19日（土）リッツカールトン大阪 にて10月19日（土）リッツカールトン大阪 にて

福岡県

北九州支部

筑後南支部

（山口県下関市も含む）

島根

広島

鳥取

岡山
兵庫

京都
滋賀

大阪
奈良

和歌山

三重

愛知

岐阜
福井

富山 栃木
群馬

茨城

千葉神奈川
静岡

埼玉
東京

鹿児島支部

熊本支部

長崎支部 大分支部

広島支部

関西支部

中部支部

関東支部

関東支部（2094名）
竹中 和子（S33年高卒）

台風による秋雨の一日、お当
番代行、S55年高卒、S57年短
卒の方々の卓越したチーム
ワークで関東支部総会が和や
かに開催されました。はるばる
福岡からのご来賓を迎え、木ノ
脇院長の奨励、“ひとりよりふ
たりがよい”に同窓会の絆の意
義を再認識し、松原理事長の現状報告：装い新たな校舎
のイメージに、女学院の発展を祈らずにはいられませんで
した。H13年音卒のトリオ（平田さん、梶原さん、廣瀬さ
ん）の心地よい調べに食も進み、新メンバーを加えたコー
ルクレールの合唱、恩師児玉敬先生の指揮によるハレル
ヤコーラスが、華やかな彩を添えました。

12月にはクリスマス会、年2回の談話室ぶどうの集いも
予定しております。詳しくは関東
支部ホームページ：

fukujo.og.kanto@gmail.com 
をご覧下さい。

10月25日（金）ハイアットリージェンシー東京 にて10月25日（金）ハイアットリージェンシー東京 にて

筑後南支部（649名）
安藤 恭子

（S48年高卒・S50年短卒）
例年、同じ会場にて支部総会

を開催しています。支部長と副支
部長（２名）で活動しています。

毎年初めて参加してくださる
方が数名いらっしゃいますので次
もお越しいただけるよう定着を
図れればと思っています。

支部会員と親睦を兼ねて学院
行事への参加など、イベントも企
画していきたいと考えています。

11月19日（火）オームタガーデンホテル にて11月19日（火）オームタガーデンホテル にて

大分支部（892名）
安浪 敬子（S41年高卒）

今年度は別府市にて開催い
たしました。ここ何年かは北九
州支部とお互いに支部会に参
加し合って、交流しています。
支部長と役員（3名）で活動し
ています。

大分支部の会員は短大・大学出身の方が9割以上です。
今回はH24年大卒の2名が参加してくれました。これから
もグレードを超えて多くの方が参加していただけるような
会を目指していきたいと考えています。

大分は観光地でもあります。同窓生の皆さま、支部会＋観
光でぜひ、ご参加ください。

11月8日（金）別府湾ロイヤルホテル にて11月8日（金）別府湾ロイヤルホテル にて

熊本支部（608名）
大石 陽子（S50年音卒）

今年度もこの日はみなセーラー服
姿に戻ったかのように和やかそして
賑やかなひと時となりました。

学院の方々からは女学院の現状
を、大先輩方からは貴重なお話を伺
える楽しい時間でもあります。

今後も世代を超えて、「わたしは
ぶどうの木～」の聖句の精神、ミッションスピリッツのもと
に、母校に思いを馳せながら、支部会が続いて行くことを
願っています。

次回の支部会では熊本の方はもちろん、ほかの地域に
お住まいの同窓生の皆様にもお会いできればと思ってい
ます。

11月2日（土）ホテルニューオータニ熊本 にて11月2日（土）ホテルニューオータニ熊本 にて

鹿児島支部（380名）
菅原 愛子（S52年短卒）

今年度、前支部長蓮尾悦子さ
ん（S36年高卒）より引き継ぎま
した。菅原と新原美栄子副支部
長（S52年短卒）の2名で活動し
ています。

支部総会ではフラダンス、風呂
敷でのラッピング講座、リコー

ダー演奏と楽しいプログラムとなりました。
同じ鹿児島県でも、交通の便が悪く参加が困難な方もい

らっしゃいますが、感謝とともに支部会を開催し、より多くの
方が参加していただけるよう努めていきたいと思います。

11月11日（月）鹿児島東急イン にて11月11日（月）鹿児島東急イン にて

長崎支部（668名）
水田 庸子

（S42年高卒・S44年短卒）

長崎支部は今年度は諸般の事
情のため支部会を開催しません
でした。支部長と副支部長（2
名）で活動しています。支部会は
長崎地区と佐世保地区と交互に開催しています。

教会で礼拝・総会をおこなったり、ソムリエの方や小浜温
泉の女将の講演を企画したりと、参加された方々からは喜
んでいただいています。

来年度も役員で楽しいプログラムを企画いたしますので、
ぜひ、ご参加ください。

2013年度支部長会2013年度支部長会
5月16日（木）10支部 支部長と本部役員と

報告会及び活動方針について討議いたしました。
5月16日（木）10支部 支部長と本部役員と

報告会及び活動方針について討議いたしました。

H13年音卒トリオの演奏

筑後南支部役員

支部長（右）と副支部長（左）

北九州支部役員

2013年度 支部総会報告2013年度 支部総会報告

日 時 ： 2014年4月18日（金）午前11：30～
場 所 ： 名古屋マリオットアソシアホテル　　　会 費 ： 未定
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苅田町

みやま市

遠賀町
水巻町

10月10日（木）ホテルグランヴィア広島 にて10月10日（木）ホテルグランヴィア広島 にて

中部支部（123名）
平田 輝子（S51年音卒）

今年度も温かい雰囲気の中、
支部総会を開催することができ
ました。

2014年度の支部総会は春に
行います。音楽科卒業生のミニコ
ンサート、そしてご参加下さる方
があれば、翌日に伊勢神宮への旅も考えています是非皆さ
ま、お越しください。

10月24日（木）
マリオットアソシアホテル名古屋 にて
10月24日（木）
マリオットアソシアホテル名古屋 にて

北九州支部（1506名）
渕上 千津子（S48年高卒）

今年度から新たに京都郡の方々にもご案内をお送りしまし
た。支部長、会計、書記、監事の4名の役員で活動しています。
他支部会にも参加し交流を持っています。支部会は毎年10月1
日、同じホテルにて開催していますので、予定がたてやすいの

ではないでしょうか。参加された
方から、「年齢に関係なく新たな
出会いがあり、女学院を思う楽し
いひと時でした。」という感想を
伺いました。

北九州支部には短大卒、大卒
の方もたくさんお住まいです。ぜ
ひ、皆さまのご参加をお待ちして
います。

10月1日（火）小倉ステーションホテル にて10月1日（火）小倉ステーションホテル にて

関西支部（481名）
河本 紀子（S41年高卒）

関西支部では毎年支部長を交代
することとなりました。今年度は前
支部長の川上喜代子さんからひき
つぎました河本とＳ55年高卒のお当
番の方々と活動しています。今回も
リッツカールトンの厳かな雰囲気の
レストランで、ダンスショーや懐かし

い先生方のお話を伺ったりと、心弾むプログラムとなりました。
支部の範囲が広く、遠方の方は難しいかもしれませんが、機会

がありましたら、是非、支部会にご参加くださいませ。来年も10月
18日（土）、同ホテルにて行ないます。お待ちしております。新年度
の支部長は三好純子さん（S42年高卒）です。

10月19日（土）リッツカールトン大阪 にて10月19日（土）リッツカールトン大阪 にて

福岡県

北九州支部

筑後南支部

（山口県下関市も含む）

島根

広島

鳥取

岡山
兵庫

京都
滋賀

大阪
奈良

和歌山

三重

愛知

岐阜
福井

富山 栃木
群馬

茨城

千葉神奈川
静岡

埼玉
東京

鹿児島支部

熊本支部

長崎支部 大分支部

広島支部

関西支部

中部支部

関東支部

関東支部（2094名）
竹中 和子（S33年高卒）

台風による秋雨の一日、お当
番代行、S55年高卒、S57年短
卒の方々の卓越したチーム
ワークで関東支部総会が和や
かに開催されました。はるばる
福岡からのご来賓を迎え、木ノ
脇院長の奨励、“ひとりよりふ
たりがよい”に同窓会の絆の意
義を再認識し、松原理事長の現状報告：装い新たな校舎
のイメージに、女学院の発展を祈らずにはいられませんで
した。H13年音卒のトリオ（平田さん、梶原さん、廣瀬さ
ん）の心地よい調べに食も進み、新メンバーを加えたコー
ルクレールの合唱、恩師児玉敬先生の指揮によるハレル
ヤコーラスが、華やかな彩を添えました。

12月にはクリスマス会、年2回の談話室ぶどうの集いも
予定しております。詳しくは関東
支部ホームページ：

fukujo.og.kanto@gmail.com 
をご覧下さい。

10月25日（金）ハイアットリージェンシー東京 にて10月25日（金）ハイアットリージェンシー東京 にて

筑後南支部（649名）
安藤 恭子

（S48年高卒・S50年短卒）
例年、同じ会場にて支部総会

を開催しています。支部長と副支
部長（２名）で活動しています。

毎年初めて参加してくださる
方が数名いらっしゃいますので次
もお越しいただけるよう定着を
図れればと思っています。

支部会員と親睦を兼ねて学院
行事への参加など、イベントも企
画していきたいと考えています。

11月19日（火）オームタガーデンホテル にて11月19日（火）オームタガーデンホテル にて

大分支部（892名）
安浪 敬子（S41年高卒）

今年度は別府市にて開催い
たしました。ここ何年かは北九
州支部とお互いに支部会に参
加し合って、交流しています。
支部長と役員（3名）で活動し
ています。

大分支部の会員は短大・大学出身の方が9割以上です。
今回はH24年大卒の2名が参加してくれました。これから
もグレードを超えて多くの方が参加していただけるような
会を目指していきたいと考えています。

大分は観光地でもあります。同窓生の皆さま、支部会＋観
光でぜひ、ご参加ください。

11月8日（金）別府湾ロイヤルホテル にて11月8日（金）別府湾ロイヤルホテル にて

熊本支部（608名）
大石 陽子（S50年音卒）

今年度もこの日はみなセーラー服
姿に戻ったかのように和やかそして
賑やかなひと時となりました。

学院の方々からは女学院の現状
を、大先輩方からは貴重なお話を伺
える楽しい時間でもあります。

今後も世代を超えて、「わたしは
ぶどうの木～」の聖句の精神、ミッションスピリッツのもと
に、母校に思いを馳せながら、支部会が続いて行くことを
願っています。

次回の支部会では熊本の方はもちろん、ほかの地域に
お住まいの同窓生の皆様にもお会いできればと思ってい
ます。

11月2日（土）ホテルニューオータニ熊本 にて11月2日（土）ホテルニューオータニ熊本 にて

鹿児島支部（380名）
菅原 愛子（S52年短卒）

今年度、前支部長蓮尾悦子さ
ん（S36年高卒）より引き継ぎま
した。菅原と新原美栄子副支部
長（S52年短卒）の2名で活動し
ています。

支部総会ではフラダンス、風呂
敷でのラッピング講座、リコー

ダー演奏と楽しいプログラムとなりました。
同じ鹿児島県でも、交通の便が悪く参加が困難な方もい

らっしゃいますが、感謝とともに支部会を開催し、より多くの
方が参加していただけるよう努めていきたいと思います。

11月11日（月）鹿児島東急イン にて11月11日（月）鹿児島東急イン にて

長崎支部（668名）
水田 庸子

（S42年高卒・S44年短卒）

長崎支部は今年度は諸般の事
情のため支部会を開催しません
でした。支部長と副支部長（2
名）で活動しています。支部会は
長崎地区と佐世保地区と交互に開催しています。

教会で礼拝・総会をおこなったり、ソムリエの方や小浜温
泉の女将の講演を企画したりと、参加された方々からは喜
んでいただいています。

来年度も役員で楽しいプログラムを企画いたしますので、
ぜひ、ご参加ください。

2013年度支部長会2013年度支部長会
5月16日（木）10支部 支部長と本部役員と

報告会及び活動方針について討議いたしました。
5月16日（木）10支部 支部長と本部役員と

報告会及び活動方針について討議いたしました。

H13年音卒トリオの演奏

筑後南支部役員

支部長（右）と副支部長（左）

北九州支部役員

2013年度 支部総会報告2013年度 支部総会報告

日 時 ： 2014年4月18日（金）午前11：30～
場 所 ： 名古屋マリオットアソシアホテル　　　会 費 ： 未定
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こ れ まで も  そして こ れ か らも
わたしたちはぶどうの幹につながっています

松井千枝子
S20年 女卒

（旧姓/吉田）さん

東　鋭子
S33年 高卒

（旧姓/大家）さん

塚本 真生
H22年 短卒

さん
安藤　唯
H23年 大卒

さん田村　彩
H21年 大卒

さん
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は
、福
岡
女
学
院
大
学
を
卒
業

後
、結
婚
し
た
日
本
人
と一緒
に
日

本
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、同
じ
時
期
に

留
学
し
た
仲
間
や
知
り
合
い
が
母
国
に

帰
っ
て
し
ま
い
、寂
し
く
な
り
、ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
に
か
か
り
ま
し
た
。故
郷
で
あ
る
モ
ン
ゴ

ル
へ
の
思
い
が
強
く
な
っ
た
の
で
す
。そ
れ

と
と
も
に
、こ
の
ま
ま
専
業
主
婦
で
終
わ

り
た
く
な
い
、自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変

え
て
何
か
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
よ
う
な
と
き
、「
そ
う
だ
、モ
ン

ゴ
ル
料
理
店
を
作
っ
た
ら
、モ
ン
ゴ
ル
人
の

友
達
や
モ
ン
ゴ
ル
に
興
味
の
あ
る
人
達
が

来
て
く
れ
る
の
で
は
？
何
よ
り
も
ふ
る
さ

と
へ
の
思
い
が
満
た
さ
れ
る
の
で
は
？
」と

思
い
、主
人
の
後
押
し
も
あ
り
、一
念
発
起

し
て
モ
ン
ゴ
ル
料
理
店「
モ
ン
ゴ
ル
の
城
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。経
営
者
と
し
て
の
苦

労
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、モ
ン
ゴ
ル
か

ら
の
留
学
生
を
は
じ
め
い
ろ
ん
な
国
か
ら

の
お
客
様
が
来
ら
れ
、モ
ン
ゴ
ル
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
大
き
な
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。私
の
心
の
中
に
は
、お

城
の
よ
う
に
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

モ
ン
ゴ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
女
学
院
大
学
で
英
語
を
勉
強
し

た
こ
と
で
、ア
メ
リ
カ
な
ど
海
外
か
ら
お
客

様
が
来
て
も
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

英
語
で
会
話
が
出
来
る
こ
と
が
楽
し
い
で

す
し
、お
客
様
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
女
学
院
大
学
は
、し
っ
か
り
勉
強

し
た
い
学
生
に
と
っ
て
ぴ
っ
た
り
の
大
学
で

す
。卒
論
で
、モ
ン
ゴ
ル
文
字
を
絵
で
表
現

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、金
藤
先
生

と一
緒
に
制
作
し
た
こ
と
が
思
い
出
に
残
っ

て
い
ま
す
。私
は
、3
年
生
ま
で
で
ほ
と
ん

ど
の
科
目
を
履
修
し
ま
し
た
の
で
、4
年

生
の
と
き
は
自
分
の
好
き
な
科
目
を
履

修
し
ま
し
た
。フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

な
ど
興
味
の
あ
る
こ
と
を
勉
強
で
き
、充

実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。た
だ
、他
の
学
生
と
の
交
流
を

十
分
に
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り

で
す
。み
な
、授
業
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に

帰
っ
て
し
ま
っ
て
、お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
機

会
や
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。も
っ

と
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

栗
山
先
生
の
日
本
語
の
授
業
の
後
で
、

先
生
が
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
お
菓
子

を
食
べ
な
が
ら
、日
本
の
文
化
や
文
化
の

違
い
な
ど
に
つ
い
て
、た
く
さ
ん
話
を
し
た

こ
と
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
女
学
院
大
学
は
、歴
史
が
あ
り

し
っ
か
り
し
た
学
校
で
す
の
で
、後
輩
に
入

学
す
る
こ
と
を
勧
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

B U D O U
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卒
業
生 紹 介

私

自
分
の
母
校
を
勧
め
な
い
先
輩
は
い
な
い

と
思
い
ま
す
。

後
輩
の
留
学
生
の
皆
さ
ん
へ
伝
え
た
い

こ
と
は
、後
悔
し
な
い
よ
う
し
っ
か
り
勉
強

し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。特
に
、日

本
語
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。日

本
で
仕
事
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

正
し
い
日
本
語
を
使
え
る
こ
と
が
い
か
に

大
切
か
、身
に
し
み
て
い
ま
す
。

最
後
に
、福
岡
女
学
院
大
学
に
伝
え
た

い
こ
と
は
、質
の
よ
い
、成
績
が
良
い
留
学

生
を
入
れ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。中

途
半
端
な
レ
ベ
ル
の
留
学
生
を
入
れ
な
い

で
欲
し
い
の
で
す
。そ
し
て
、し
っ
か
り
勉

強
さ
せ
て
レ
ベ
ル
の
高
い
、ど
こ
で
も
通
用

す
る
人
材
を
育
て
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

の
背
中
を
見
て
幼
い
頃
か
ら
な
り

た
か
っ
た
看
護
師
を
夢
見
て
、福

岡
女
学
院
看
護
大
学
の
二
期
生
と
し
て
入

学
し
た
４
年
前
、ま
だ
で
き
た
ば
か
り
の
大

学
に
不
安
と
希
望
を
も
ち
つ
つ
も
、学
長
、

副
学
長
を
は
じ
め
先
生
方
、先
輩
方
、後
輩

た
ち
そ
し
て
二
期
生
の
み
ん
な
と
過
ご
し
、

作
り
上
げ
て
い
っ
た
4
年
間
は
看
護
師
と

し
て
の
知
識
・
技
術
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
看

護
の
心
、女
性
と
し
て
の
感
性
や
強
さ
、皆

と一つ
ず
つ
作
り
上
げ
て
い
く
喜
び
を
学
べ

た
貴
重
な
時
間
で
し
た
。そ
し
て
こ
の
春
、

看
護
師
国
家
試
験
に
合
格
し
晴
れ
て
福
岡

女
学
院
看
護
大
学
を
卒
業
し
看
護
師
と

な
れ
た
こ
と
、福
岡
女
学
院
の
同
窓
生
と

な
れ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

4
月
よ
り
I
C
U
病
棟
で
働
く
こ
と
と

な
り
、重
症
度
の
高
い
様
々
な
疾
患
の
患
者

さ
ん
が
日
々
I
C
U
に
入
室
さ
れ
て
い
ま

す
。生
命
に
関
わ
る
機
会
の
多
い
中
で
緊
張

感
を
も
ち
つ
つ
も
、医
師
や
看
護
師
、検
査

技
師
と
協
力
し
て
治
療
・
ケ
ア
を
行
い
、少

し
ず
つ
病
状
が
良
く
な
り一般
病
棟
に
手
を

振
り
な
が
ら
転

棟
さ
れ
て
い
く
患

者
さ
ん
を
み
る
と

と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。刻
一刻
と

病
状
が
変
化
し
て

い
く
中
で
私
が
で

き
る
こ
と
は
何
な

の
か
、患
者
さ
ん

の
苦
痛
の
緩
和
の

為
に
は
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え

日
々
看
護
ケ
ア
に
取
り
組
み
、患
者
さ
ん
か

ら「
あ
り
が
と
う
」と
の
言
葉
を
頂
い
た
り
、

私
の
声
掛
け
に
笑
顔
で
手
を
握
り
返
し
て

く
だ
さ
る
患
者
さ
ん
を
み
る
と
、看
護
師

と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。辛
い
場

面
に
立
ち
会
う
こ
と
も
多
い
で
す
が
、一
番

生
命
と
近
い
環
境
で
患
者
さ
ん
の
小
さ
な

良
い
変
化
が
私
の
今
の
喜
び
で
あ
り
、看
護

師
に
な
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ

る
瞬
間
で
す
。

福
岡
女
学
院
看
護
大
学
で
学
ん
だ
知

識
・
技
術
、看
護
の
心
、た
く
さ
ん
の
仲
間

と
と
も
に
培
っ
た
感
性
、強
さ
は
今
の
私
に

と
っ
て
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後

も
福
岡
女
学
院
看
護
大
学
で
学
び
、得
た

も
の
を
活
か
し
、自
分
の
看
護
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

母

　
現
在
ま
で
約
1
3
0

名
の
留
学
生
が
大
学
、短

大
、大
学
院
で
学
ん
で
い

ま
す
。今
回
は
留
学
生
の

同
窓
生
の
中
か
ら
、モ
ン
ゴ

ル
出
身
の
ス
チ
ン
コ
ル
ラ
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。大

学
国
際
交
流
課
で
は
、毎

年
留
学
生
の
同
窓
会
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
留
学
生
の
み
な
さ
ん
も

日
本
を
離
れ
ら
れ
て
も
福

岡
女
学
院
の
ぶ
ど
う
の
一

枝
と
し
て
、同
窓
生
と
し

て
連
な
っ
て
い
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。同
窓

会
会
報「
ぶ
ど
う
」は
海
外

に
も
お
送
り
い
た
し
ま
す

の
で
、住
所
が
変
わ
ら
れ

ま
し
た
ら
同
窓
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福岡市早良区百道浜にある『アンペレーナ百
道』を訪問しました。お二人の他に同窓生が
何名かお住まいになっていらっしゃいます。眺
望のすばらしい24階のラウンジで女学院時代
の思い出を伺いました。松井さんの「女学院の
名を汚さないように生きていきたい。」という言
葉が印象的でした。

女学院卒3名で頑張っています。『夢と感動の旅を！』それが私たちのmissionです！

親
子
、姉
妹
、親
類
、職
場
な
ど
で
の「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
」や
、紹
介
し
た
い
同
窓
生
を
ご
存
知

の
方
は
是
非
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
会
報「
ぶ
ど
う
」よ
り 斯琴  格日勤さん

ス チン コ ル ラ

モンゴル出身
（H15年大卒）
「モンゴルの城」（福岡市南区大橋）経営者

清水　愛さん
（H25年看卒）
福岡東医療センター勤務

2013年12月　留学生の同窓会を開催しました（「モンゴルの城」にて）
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こ れ まで も  そして こ れ か らも
わたしたちはぶどうの幹につながっています

松井千枝子
S20年 女卒

（旧姓/吉田）さん

東　鋭子
S33年 高卒

（旧姓/大家）さん

塚本 真生
H22年 短卒

さん
安藤　唯
H23年 大卒

さん田村　彩
H21年 大卒

さん
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は
、福
岡
女
学
院
大
学
を
卒
業

後
、結
婚
し
た
日
本
人
と一緒
に
日

本
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、同
じ
時
期
に

留
学
し
た
仲
間
や
知
り
合
い
が
母
国
に

帰
っ
て
し
ま
い
、寂
し
く
な
り
、ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
に
か
か
り
ま
し
た
。故
郷
で
あ
る
モ
ン
ゴ

ル
へ
の
思
い
が
強
く
な
っ
た
の
で
す
。そ
れ

と
と
も
に
、こ
の
ま
ま
専
業
主
婦
で
終
わ

り
た
く
な
い
、自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変

え
て
何
か
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
よ
う
な
と
き
、「
そ
う
だ
、モ
ン

ゴ
ル
料
理
店
を
作
っ
た
ら
、モ
ン
ゴ
ル
人
の

友
達
や
モ
ン
ゴ
ル
に
興
味
の
あ
る
人
達
が

来
て
く
れ
る
の
で
は
？
何
よ
り
も
ふ
る
さ

と
へ
の
思
い
が
満
た
さ
れ
る
の
で
は
？
」と

思
い
、主
人
の
後
押
し
も
あ
り
、一
念
発
起

し
て
モ
ン
ゴ
ル
料
理
店「
モ
ン
ゴ
ル
の
城
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。経
営
者
と
し
て
の
苦

労
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、モ
ン
ゴ
ル
か

ら
の
留
学
生
を
は
じ
め
い
ろ
ん
な
国
か
ら

の
お
客
様
が
来
ら
れ
、モ
ン
ゴ
ル
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
大
き
な
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。私
の
心
の
中
に
は
、お

城
の
よ
う
に
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

モ
ン
ゴ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
女
学
院
大
学
で
英
語
を
勉
強
し

た
こ
と
で
、ア
メ
リ
カ
な
ど
海
外
か
ら
お
客

様
が
来
て
も
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

英
語
で
会
話
が
出
来
る
こ
と
が
楽
し
い
で

す
し
、お
客
様
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
女
学
院
大
学
は
、し
っ
か
り
勉
強

し
た
い
学
生
に
と
っ
て
ぴ
っ
た
り
の
大
学
で

す
。卒
論
で
、モ
ン
ゴ
ル
文
字
を
絵
で
表
現

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、金
藤
先
生

と一
緒
に
制
作
し
た
こ
と
が
思
い
出
に
残
っ

て
い
ま
す
。私
は
、3
年
生
ま
で
で
ほ
と
ん

ど
の
科
目
を
履
修
し
ま
し
た
の
で
、4
年

生
の
と
き
は
自
分
の
好
き
な
科
目
を
履

修
し
ま
し
た
。フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

な
ど
興
味
の
あ
る
こ
と
を
勉
強
で
き
、充

実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。た
だ
、他
の
学
生
と
の
交
流
を

十
分
に
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り

で
す
。み
な
、授
業
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に

帰
っ
て
し
ま
っ
て
、お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
機

会
や
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。も
っ

と
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

栗
山
先
生
の
日
本
語
の
授
業
の
後
で
、

先
生
が
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
お
菓
子

を
食
べ
な
が
ら
、日
本
の
文
化
や
文
化
の

違
い
な
ど
に
つ
い
て
、た
く
さ
ん
話
を
し
た

こ
と
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
女
学
院
大
学
は
、歴
史
が
あ
り

し
っ
か
り
し
た
学
校
で
す
の
で
、後
輩
に
入

学
す
る
こ
と
を
勧
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

B U D O U
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卒
業
生 紹 介

私

自
分
の
母
校
を
勧
め
な
い
先
輩
は
い
な
い

と
思
い
ま
す
。

後
輩
の
留
学
生
の
皆
さ
ん
へ
伝
え
た
い

こ
と
は
、後
悔
し
な
い
よ
う
し
っ
か
り
勉
強

し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。特
に
、日

本
語
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。日

本
で
仕
事
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

正
し
い
日
本
語
を
使
え
る
こ
と
が
い
か
に

大
切
か
、身
に
し
み
て
い
ま
す
。

最
後
に
、福
岡
女
学
院
大
学
に
伝
え
た

い
こ
と
は
、質
の
よ
い
、成
績
が
良
い
留
学

生
を
入
れ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。中

途
半
端
な
レ
ベ
ル
の
留
学
生
を
入
れ
な
い

で
欲
し
い
の
で
す
。そ
し
て
、し
っ
か
り
勉

強
さ
せ
て
レ
ベ
ル
の
高
い
、ど
こ
で
も
通
用

す
る
人
材
を
育
て
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

の
背
中
を
見
て
幼
い
頃
か
ら
な
り

た
か
っ
た
看
護
師
を
夢
見
て
、福

岡
女
学
院
看
護
大
学
の
二
期
生
と
し
て
入

学
し
た
４
年
前
、ま
だ
で
き
た
ば
か
り
の
大

学
に
不
安
と
希
望
を
も
ち
つ
つ
も
、学
長
、

副
学
長
を
は
じ
め
先
生
方
、先
輩
方
、後
輩

た
ち
そ
し
て
二
期
生
の
み
ん
な
と
過
ご
し
、

作
り
上
げ
て
い
っ
た
4
年
間
は
看
護
師
と

し
て
の
知
識
・
技
術
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
看

護
の
心
、女
性
と
し
て
の
感
性
や
強
さ
、皆

と一つ
ず
つ
作
り
上
げ
て
い
く
喜
び
を
学
べ

た
貴
重
な
時
間
で
し
た
。そ
し
て
こ
の
春
、

看
護
師
国
家
試
験
に
合
格
し
晴
れ
て
福
岡

女
学
院
看
護
大
学
を
卒
業
し
看
護
師
と

な
れ
た
こ
と
、福
岡
女
学
院
の
同
窓
生
と

な
れ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

4
月
よ
り
I
C
U
病
棟
で
働
く
こ
と
と

な
り
、重
症
度
の
高
い
様
々
な
疾
患
の
患
者

さ
ん
が
日
々
I
C
U
に
入
室
さ
れ
て
い
ま

す
。生
命
に
関
わ
る
機
会
の
多
い
中
で
緊
張

感
を
も
ち
つ
つ
も
、医
師
や
看
護
師
、検
査

技
師
と
協
力
し
て
治
療
・
ケ
ア
を
行
い
、少

し
ず
つ
病
状
が
良
く
な
り一般
病
棟
に
手
を

振
り
な
が
ら
転

棟
さ
れ
て
い
く
患

者
さ
ん
を
み
る
と

と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。刻
一刻
と

病
状
が
変
化
し
て

い
く
中
で
私
が
で

き
る
こ
と
は
何
な

の
か
、患
者
さ
ん

の
苦
痛
の
緩
和
の

為
に
は
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え

日
々
看
護
ケ
ア
に
取
り
組
み
、患
者
さ
ん
か

ら「
あ
り
が
と
う
」と
の
言
葉
を
頂
い
た
り
、

私
の
声
掛
け
に
笑
顔
で
手
を
握
り
返
し
て

く
だ
さ
る
患
者
さ
ん
を
み
る
と
、看
護
師

と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。辛
い
場

面
に
立
ち
会
う
こ
と
も
多
い
で
す
が
、一
番

生
命
と
近
い
環
境
で
患
者
さ
ん
の
小
さ
な

良
い
変
化
が
私
の
今
の
喜
び
で
あ
り
、看
護

師
に
な
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ

る
瞬
間
で
す
。

福
岡
女
学
院
看
護
大
学
で
学
ん
だ
知

識
・
技
術
、看
護
の
心
、た
く
さ
ん
の
仲
間

と
と
も
に
培
っ
た
感
性
、強
さ
は
今
の
私
に

と
っ
て
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後

も
福
岡
女
学
院
看
護
大
学
で
学
び
、得
た

も
の
を
活
か
し
、自
分
の
看
護
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

母

　
現
在
ま
で
約
1
3
0

名
の
留
学
生
が
大
学
、短

大
、大
学
院
で
学
ん
で
い

ま
す
。今
回
は
留
学
生
の

同
窓
生
の
中
か
ら
、モ
ン
ゴ

ル
出
身
の
ス
チ
ン
コ
ル
ラ
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。大

学
国
際
交
流
課
で
は
、毎

年
留
学
生
の
同
窓
会
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
留
学
生
の
み
な
さ
ん
も

日
本
を
離
れ
ら
れ
て
も
福

岡
女
学
院
の
ぶ
ど
う
の
一

枝
と
し
て
、同
窓
生
と
し

て
連
な
っ
て
い
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。同
窓

会
会
報「
ぶ
ど
う
」は
海
外

に
も
お
送
り
い
た
し
ま
す

の
で
、住
所
が
変
わ
ら
れ

ま
し
た
ら
同
窓
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福岡市早良区百道浜にある『アンペレーナ百
道』を訪問しました。お二人の他に同窓生が
何名かお住まいになっていらっしゃいます。眺
望のすばらしい24階のラウンジで女学院時代
の思い出を伺いました。松井さんの「女学院の
名を汚さないように生きていきたい。」という言
葉が印象的でした。

女学院卒3名で頑張っています。『夢と感動の旅を！』それが私たちのmissionです！

親
子
、姉
妹
、親
類
、職
場
な
ど
で
の「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
」や
、紹
介
し
た
い
同
窓
生
を
ご
存
知

の
方
は
是
非
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
会
報「
ぶ
ど
う
」よ
り 斯琴  格日勤さん

ス チン コ ル ラ

モンゴル出身
（H15年大卒）
「モンゴルの城」（福岡市南区大橋）経営者

清水　愛さん
（H25年看卒）
福岡東医療センター勤務

2013年12月　留学生の同窓会を開催しました（「モンゴルの城」にて）



前田三枝子先生は、高校卒業後日本バプテスト看護専
門学校に入学、卒業後アメリカのテキサス女子大学保健
科学部看護学科及び筑波大学大学院修士課程で学ばれ
ました。修士号取得後はバプテスト病院や大学医学部付
属病院の看護部長等を歴任され、2012年より福岡女学
院看護大学学部長に就任されました。
講演では、誰でもその人固有の苦しみを抱えているとい

う認識に立ち、一人一人の苦痛に対応するためには、患者
の話に耳を傾け、いい聞き手になることが大切だと言う傾
聴の重要さをお話になりました。患者と看護師という立場
だけではなく、私たち日常の人間関係においても、とても参
考になるお話でした。
講演のあと、前田先生を囲み、お茶とお菓子をいただき
ながら、受講者からの次々に出る質問に熱心に答えてくだ
さいました。短い時間でしたが、家族の介護や看病を控え
ている受講生にとっては大きな心の指南となりました。
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懐
か
し
い
母
校
を
卒
業
し
て
50
年
が

文
字
通
り
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。同
窓
会
誌
で
承
知
し
て
い

ま
し
た
が
、い
ざ
高
校
の
卒
業
式
への
招

待
状
が
届
い
た
と
き
に
は
、年
月
の
経

過
の
早
さ
に
驚
き
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
い
そ
い
そ
と「
出
席
」の
返

信
を
だ
し
た
の
は
、私
だ
け
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。

折
角
関
東
や
関
西
か
ら
も
旧
友
が

集
う
と
い
う
の
で
、37
会（
昭
和
37
年
の

卒
業
な
の
で
す
）の
お
世
話
役
さ
ん
が
、

前
日
に
は
同
期
会
を
催
し
て
下
さ
っ
て

旧
交
を
暖
め
た
の
で
し
た
が
、次
の
日
の

式
典
出
席
を
考
え
て
早
め
に
お
開
き
に

な
り
ま
し
た
。

福岡女学院大学大学院人文科学研究科臨床心理学専攻では2011年8
月から、教員と院生でチームを組み、東日本大震災の継続支援を行っていま
すが、このたび、2013年8月6日から8月11日までの6日間、教員2名、院生9名
で、第5回目の支援を終えました。支援内容は、サート（主動型リラクセイション
療法）による大人の「リラクセイション教室」を6か所の仮設住宅集会所で行
い、子どもの集団遊戯療法として「あそぶ寺子屋」を１か所で実施しました。「リ
ラクセイション教室」に実施場所は、「グリーンピア田老仮設住宅集会所（グラ

ウンド・テニスコート）」、「崎山仮設住宅集会
所」、「樫内仮設住宅集会所」、「田老公民館」、
「摂待地区公民館」の6か所で、期間中延べ177
名の参加がありました。「あそぶ寺子屋」には延べ42名の子どもの参加がありました。
時間が経ってなお厳しくなる状況で、外に出られない高齢者のため、訪問サートを行

う新しい試みもありました。現地の窓口の機関とも継続支援による密な関係が築かれ、
今後は事前に予約を取ってくれるなど、支援体制にも進展がありました。
継続支援を可能にするのは、院生たちの熱い思いと、支えてくださる多くの方々のお

かげです。このたびは、同窓会から多大な支援をいただくことができ、大きな励みになっ
たことを改めて感謝申し上げます。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

皆
、時
間
よ
り
も
早
く
参
集
し
、同
窓

会
室
で
胸
に
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
付
け
て
頂

き
、綺
麗
に
改
装
さ
れ
た
講
堂
へ
着
席

し
ま
し
た
。パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
に

あ
わ
せ
て
卒
業
生
が
入
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声
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取
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熱
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か
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と
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く
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／
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田
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2012年度の義援金1,022,073円（バザーおよびグッズの売上金
その他）は、活動支援金として、2013年6月ボランティア活動を続け
ている学内の3グループに各々34万円お渡ししました。（端数2,073
円は同窓会運営会計寄付金として計上）

2013年夏休みに活動を行なった看護大と大学院臨床心理学専
攻の２グループの報告をしていただきました。

教養講座「グレープ・ガーデン」

お話を伺いたいテーマや講師のご推薦は、同窓会グレープ・ガーデン宛にご連絡をお願いいたします。
グレープ・ガーデンは福岡女学院と同窓会の共催事業です。

報 告
第17回

2年生2名、3年生1名、そして4年生1名の計4名で、2013年8月7日から同
月12日におきまして、宮城県気仙沼市にある面瀬中学校仮設住宅に行ってま
いりました。被災直後からそこで活動されている日本ホスピス在宅ケア研究会
の看護師さんご指導のもと、入居者の方々の健康支援活動を目的に、集会所
での血圧測定や健康相談、子ども達との交流、入居者宅の家庭訪問活動等
を行わせていただきました。また「心も身体もスッキリ体操」というテーマで、簡
単にリフレッシュできるミニ講座を開催させていただきました。
震災から3年が経過した今、心の問題が深刻化し、個々の事情に応じたケ

アが求められました。また、住民どうしの交流にも配慮したコミュニティーづくり
もまた、大切な活動の一つでした。

実は私達、2012年の同時期にもここを訪れ、微力ながら活動（2012年度福岡女
学院活性化助成事業）に携わらせていただきました。そこで継続支援の必要性を強
く感じていましたが、学生の立場で苦慮していたのが資金面でした。だからこそ今
回、同窓会からのご厚意は本当にありがたく、福岡女学院代表として活動させてい
ただく思いを強くいたしました。今年の3月にも、再び同地区を訪れ活動予定です。
更に住民の方々に喜んでいただけるよう頑張る所存です。
この場をお借りし、同窓会の皆様に心から感謝申し上げます。学生はもちろんのこ
と多くの方々に伝え広めていくことも私達の使命だと思い、現在、チャペルでの報告
や報告書作りに励んでおります。

東日本大震災の義援金と支援活動について

大学・人間関係学部子ども発達学科
「防災絵本製作」グループ（2014年2月に活動予定です。）

リラクセイション指導

あそぶ寺子屋

東日本大震災後の復興支援ボランティア活動報告

福岡女学院看護大学　3年　友永　理香

福岡女学院大学人間関係学部 心理学科　奇　恵英

ボランティア活動と共にした他大学との学生と

田老福祉センター職員を励まして

2013年3月末をもちまして、義援金活動を終了いたしました。ご協力ありがとうございました。

「看護とコミュニケーション」
　　　　　　～治る力を引き出すために～

チェンバロはルネサンス～バロック時代に用
いられた楽器です。ピアノとよく似た形でありな
がら、その構造や音色は全く違います。
今回は、演奏だけではなく、楽器の構造や作
曲された時代の話などをしていただきました。
後半は「バロック・ヴァイオリン」も加わり、普段
はなかなか聴くことのできない「チェンバロとバ
ロック・ヴァイオリンの二重奏」も演奏されまし
た。演奏後のティーパーティーでは、古楽器につ
いての素朴な疑問などにもお答えいただき、受
講生のみなさまも大変喜んでいました。

第16回

チェンバロコンサート
～福岡女学院高等学校音楽科開設50周年を記念して～

2013年6月22日（土）

〔チェンバロ〕
〔バロックヴァイオリン〕

（S 61年音卒）
（S51年音卒）

山本  香代子
片田江 智子 2013年10月5日（土）

看護大学学部長
前田 三枝子先生(S41年高卒)

大学院臨床心理学専攻

看 護 大



前田三枝子先生は、高校卒業後日本バプテスト看護専
門学校に入学、卒業後アメリカのテキサス女子大学保健
科学部看護学科及び筑波大学大学院修士課程で学ばれ
ました。修士号取得後はバプテスト病院や大学医学部付
属病院の看護部長等を歴任され、2012年より福岡女学
院看護大学学部長に就任されました。
講演では、誰でもその人固有の苦しみを抱えているとい

う認識に立ち、一人一人の苦痛に対応するためには、患者
の話に耳を傾け、いい聞き手になることが大切だと言う傾
聴の重要さをお話になりました。患者と看護師という立場
だけではなく、私たち日常の人間関係においても、とても参
考になるお話でした。
講演のあと、前田先生を囲み、お茶とお菓子をいただき
ながら、受講者からの次々に出る質問に熱心に答えてくだ
さいました。短い時間でしたが、家族の介護や看病を控え
ている受講生にとっては大きな心の指南となりました。
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懐
か
し
い
母
校
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卒
業
し
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文
字
通
り
あ
っ
と
い
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間
に
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。同
窓
会
誌
で
承
知
し
て
い

ま
し
た
が
、い
ざ
高
校
の
卒
業
式
への
招

待
状
が
届
い
た
と
き
に
は
、年
月
の
経

過
の
早
さ
に
驚
き
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
い
そ
い
そ
と「
出
席
」の
返

信
を
だ
し
た
の
は
、私
だ
け
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。

折
角
関
東
や
関
西
か
ら
も
旧
友
が

集
う
と
い
う
の
で
、37
会（
昭
和
37
年
の

卒
業
な
の
で
す
）の
お
世
話
役
さ
ん
が
、

前
日
に
は
同
期
会
を
催
し
て
下
さ
っ
て

旧
交
を
暖
め
た
の
で
し
た
が
、次
の
日
の

式
典
出
席
を
考
え
て
早
め
に
お
開
き
に

な
り
ま
し
た
。
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での血圧測定や健康相談、子ども達との交流、入居者宅の家庭訪問活動等
を行わせていただきました。また「心も身体もスッキリ体操」というテーマで、簡
単にリフレッシュできるミニ講座を開催させていただきました。
震災から3年が経過した今、心の問題が深刻化し、個々の事情に応じたケ

アが求められました。また、住民どうしの交流にも配慮したコミュニティーづくり
もまた、大切な活動の一つでした。

実は私達、2012年の同時期にもここを訪れ、微力ながら活動（2012年度福岡女
学院活性化助成事業）に携わらせていただきました。そこで継続支援の必要性を強
く感じていましたが、学生の立場で苦慮していたのが資金面でした。だからこそ今
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更に住民の方々に喜んでいただけるよう頑張る所存です。
この場をお借りし、同窓会の皆様に心から感謝申し上げます。学生はもちろんのこ
と多くの方々に伝え広めていくことも私達の使命だと思い、現在、チャペルでの報告
や報告書作りに励んでおります。

東日本大震災の義援金と支援活動について

大学・人間関係学部子ども発達学科
「防災絵本製作」グループ（2014年2月に活動予定です。）

リラクセイション指導

あそぶ寺子屋

東日本大震災後の復興支援ボランティア活動報告

福岡女学院看護大学　3年　友永　理香

福岡女学院大学人間関係学部 心理学科　奇　恵英

ボランティア活動と共にした他大学との学生と

田老福祉センター職員を励まして

2013年3月末をもちまして、義援金活動を終了いたしました。ご協力ありがとうございました。

「看護とコミュニケーション」
　　　　　　～治る力を引き出すために～

チェンバロはルネサンス～バロック時代に用
いられた楽器です。ピアノとよく似た形でありな
がら、その構造や音色は全く違います。
今回は、演奏だけではなく、楽器の構造や作
曲された時代の話などをしていただきました。
後半は「バロック・ヴァイオリン」も加わり、普段
はなかなか聴くことのできない「チェンバロとバ
ロック・ヴァイオリンの二重奏」も演奏されまし
た。演奏後のティーパーティーでは、古楽器につ
いての素朴な疑問などにもお答えいただき、受
講生のみなさまも大変喜んでいました。
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チェンバロコンサート
～福岡女学院高等学校音楽科開設50周年を記念して～
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〔チェンバロ〕
〔バロックヴァイオリン〕
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前田 三枝子先生(S41年高卒)

大学院臨床心理学専攻

看 護 大



13Fukuoka Jo Gakuin Alumnae Associat ion

B U D O U

14 Fukuoka Jo Gakuin Alumnae Associat ion

B U D O U

学 院 i n f o r m a t i o n

凛
と
し
て
、未
来
へ
。

　わ
た
し
ら
し
く
、羽
ば
た
く
。

福岡女学院中学校・高等学校

「奨学金制度、更に充実！」
関係者奨学金・姉妹奨学金・全額支給特別奨学金制度など

グローバル社会に向けて、
　　生徒一人ひとりの力強い未来を創造。

お問い合せ先　tel: 092-575-2470

福岡女学院幼稚園

2014年ミッションメイト会員の登録を受付けています。
お知り合いの方で福岡女学院幼稚園に興味をお持ち
の方がいらっしゃいましたら、ご紹介ください。

会員の方へは園庭開放など、本園の子育て支援情報
を掲載した「こそだての森」と「ミッションメイトだより」
を毎月お送りします。

会　期 2014年1月～12月

会　費 無 料

対　象 未就園児（０歳～４歳）とその保護者
（あかちゃん～2011年４月2日生まれの未就園児）

ご希望の方は福岡女学院幼稚園までお電話ください
TEL.092-575-2472

福岡女学院大学・福岡女学院大学短期大学部

2014年国際キャリア学部誕生！
“英語力”と“国際キャリア力”をキーワードに世界を舞台に活躍する女性を育成します。

国際英語学科 国際キャリア学科

お問い合せ先／福岡女学院大学入試課  TEL.092-575-2970

英語を国際語として捉え高度
な英語力を育成します。
英語を使って国際交流実務や
教育分野で活躍できる人材を
育てます。

本学で初めて国際ビジネスに
焦点をあてた学科です。
英語系に商学・経済系を融合
させて国際キャリア力を育成し
ます。

・人文学部
・現代文化学科 　・言語芸術学科
・メディア・コミュニケーション学科

・人間関係学部
・心理学科
・子ども発達学科

・短期大学部
・英語科

同 窓 会 本 部 同 窓 会 活 動

①　 同窓会総会
②　 支部長会
③　 支部総会
④　 創立記念日のホームカミング＆バザー
⑤　 卒後50年の同窓生の卒業式招待
⑥　 文化祭、講演会、学院行事への協力
⑦　会報「ぶどう」発行
⑧　 85歳以上の会員へのクリスマスカード発送
⑨　 役員会
⑩　 同窓会開催への支援
⑪　 ホームページ管理
⑫　 会員情報データ管理

会　長 栗山　昌子
副会長 鶴 　 英 子

園田　浩子
山下　偕子

監　査 松島　純子
東村　嘉子

書　記 伊藤　和子
永田　典子

総　務 黒瀬嘉代子
境 　 紀 子
高木　　文
元山　香織

（S30年高卒）

（S38年高卒）

（S39年高卒）

（S55年高卒）
末吉　恵子
井上　時世
永田　直美

会　員

広　報

吉田美智代
進藤　芳子
宗田奈穂子

財　務

白木美恵子
時政　洋子
藤井　美穂

事務局

後藤　好子
中野真理子
泉田　裕子
水野　朋子

（S60年音卒）

（S37年高卒）
（S40年高卒・S42年短卒・
　    H6年大卒・H8年大院卒）

（S58年音卒）

（S39年高卒）

（S42年高卒）

（S63年高卒・H3年短卒）

（S54年高卒）

（S56年高卒・S58年短卒）

（S54年高卒・S56年短卒）

（S45年短卒）

（S52年高卒）

（S56年高卒・S58年短卒）

（S55年高卒）

（S51年高卒）

（S47年高卒）

（S47年高卒・S49年短卒）

（S46年高卒）
（S59年高卒・S61年短卒）

（S52年短卒）
（S59年高卒・S61年短卒）

福岡女学院看護大学
ささえ、育み、未来につなぐ

看護学部 看護学科 　学長 　西間　三馨(国立病院機構福岡病院名誉院長)

〒811-3113　福岡県古賀市千鳥1-1-7　tel.092（943）4174
（連携先の国立病院機構福岡東医療センターに隣接）

● 1期生（2012年3月卒業）

〈就職実績〉

国立病院機構系：40名

大学病院：31名

総合病院：21名

国立病院機構系：46名

大学病院：37名

総合病院：20名

● 2期生（2013年3月卒業）

高度な医療を提供している病院へ
就職しています。

日本学生支援機構（旧日本育英会）奨学金返還ご確認のお願い

在学中に奨学金の貸与を受けた卒業生の皆様、何かの手違いで返還が滞ってはいないでしょうか？日本学生支援機構から毎年、返還延滞率につ
いて報告が届いています。返還延滞率が悪い状況が続けば、同機構から女学院に割り当てられる奨学金枠の減少につながるのではないかと
心配しています。また、遅滞者が多い大学名の公表も検討されているようです。どうぞもう一度、奨学金の返還についてご確認ください。万一、何
らかの事由で返還が困難な場合には、返還猶予などの手続きを取ることが出来ます。日本学生支援機構にご相談ください。

奨学金返還相談センター：0570-03-7240（ナビダイヤル・全国共通）

福岡女学院中高の教育を広く世間に知ってもらい、多く
のお子様にご入学いただきたいと考え、今年から中高広報
サポーターを募集しています。福岡女学院につながる多く
の方々にご協力いただきたいと思います。福岡女学院中高
へのご協力よろしくお願いします！！

お店、教室、病院などに中高のポスターを
掲示していただけませんか？
お店、教室、病院などに中高のポスターを
掲示していただけませんか？

中高広報サポーター
大募集！

随時
募集中！
随時
募集中！

内      容:中高ポスターの掲示、パンフレット・チラシの設置

現在はこんなところに設置されています

病院、飲食店、パン屋、会社、書籍店、ショールームなど

ご協力いただける方は中高事務室（092-575-2470）までご連絡ください。

筑紫万葉の世界
4月19日（土）
10:30～12:00
前田 淑

（福岡女学院短期大学名誉教授）

英語世界の魅力
4月19日（土）
13:00～14:15

福岡女学院天神サテライト TEL 092（715）2718

板倉 武子
（元福岡女学院短期大学教授、
　　福岡女学院大学名誉教授）

学生時代に戻って、懐かしいあの先生の授業を聞いてみませんか？

どうして富士山は文化遺産なのかしら？
～フランス大使クローデルの富士讃をめぐって～
4月26日（土）11:00～12:15
小田桐 弘子

（元福岡女学院短期大学教授、
　　福岡女学院大学名誉教授）

1,890円
【同窓生】

【一　般】 各講座 2,100円

4,500円（同窓生特別価格）３ 講座
各講座 福岡女学院天神サテライト

福岡市中央区天神2-8-38 協和ビル9F

申込み

会 場
受講料

短期大学開学50周年記念 天神サテライト特別講座
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学 院 i n f o r m a t i o n

凛
と
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て
、未
来
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た
く
。
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福岡女学院大学・福岡女学院大学短期大学部

2014年国際キャリア学部誕生！
“英語力”と“国際キャリア力”をキーワードに世界を舞台に活躍する女性を育成します。

国際英語学科 国際キャリア学科

お問い合せ先／福岡女学院大学入試課  TEL.092-575-2970

英語を国際語として捉え高度
な英語力を育成します。
英語を使って国際交流実務や
教育分野で活躍できる人材を
育てます。

本学で初めて国際ビジネスに
焦点をあてた学科です。
英語系に商学・経済系を融合
させて国際キャリア力を育成し
ます。

・人文学部
・現代文化学科 　・言語芸術学科
・メディア・コミュニケーション学科

・人間関係学部
・心理学科
・子ども発達学科

・短期大学部
・英語科

同 窓 会 本 部 同 窓 会 活 動

①　 同窓会総会
②　 支部長会
③　 支部総会
④　 創立記念日のホームカミング＆バザー
⑤　 卒後50年の同窓生の卒業式招待
⑥　 文化祭、講演会、学院行事への協力
⑦　会報「ぶどう」発行
⑧　 85歳以上の会員へのクリスマスカード発送
⑨　 役員会
⑩　 同窓会開催への支援
⑪　 ホームページ管理
⑫　 会員情報データ管理

会　長 栗山　昌子
副会長 鶴 　 英 子

園田　浩子
山下　偕子
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東村　嘉子
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福岡女学院看護大学
ささえ、育み、未来につなぐ

看護学部 看護学科 　学長 　西間　三馨(国立病院機構福岡病院名誉院長)

〒811-3113　福岡県古賀市千鳥1-1-7　tel.092（943）4174
（連携先の国立病院機構福岡東医療センターに隣接）

● 1期生（2012年3月卒業）

〈就職実績〉

国立病院機構系：40名

大学病院：31名

総合病院：21名

国立病院機構系：46名

大学病院：37名

総合病院：20名

● 2期生（2013年3月卒業）

高度な医療を提供している病院へ
就職しています。

日本学生支援機構（旧日本育英会）奨学金返還ご確認のお願い

在学中に奨学金の貸与を受けた卒業生の皆様、何かの手違いで返還が滞ってはいないでしょうか？日本学生支援機構から毎年、返還延滞率につ
いて報告が届いています。返還延滞率が悪い状況が続けば、同機構から女学院に割り当てられる奨学金枠の減少につながるのではないかと
心配しています。また、遅滞者が多い大学名の公表も検討されているようです。どうぞもう一度、奨学金の返還についてご確認ください。万一、何
らかの事由で返還が困難な場合には、返還猶予などの手続きを取ることが出来ます。日本学生支援機構にご相談ください。

奨学金返還相談センター：0570-03-7240（ナビダイヤル・全国共通）

福岡女学院中高の教育を広く世間に知ってもらい、多く
のお子様にご入学いただきたいと考え、今年から中高広報
サポーターを募集しています。福岡女学院につながる多く
の方々にご協力いただきたいと思います。福岡女学院中高
へのご協力よろしくお願いします！！

お店、教室、病院などに中高のポスターを
掲示していただけませんか？
お店、教室、病院などに中高のポスターを
掲示していただけませんか？

中高広報サポーター
大募集！

随時
募集中！
随時
募集中！

内      容:中高ポスターの掲示、パンフレット・チラシの設置

現在はこんなところに設置されています

病院、飲食店、パン屋、会社、書籍店、ショールームなど

ご協力いただける方は中高事務室（092-575-2470）までご連絡ください。

筑紫万葉の世界
4月19日（土）
10:30～12:00
前田 淑

（福岡女学院短期大学名誉教授）

英語世界の魅力
4月19日（土）
13:00～14:15

福岡女学院天神サテライト TEL 092（715）2718

板倉 武子
（元福岡女学院短期大学教授、
　　福岡女学院大学名誉教授）

学生時代に戻って、懐かしいあの先生の授業を聞いてみませんか？

どうして富士山は文化遺産なのかしら？
～フランス大使クローデルの富士讃をめぐって～
4月26日（土）11:00～12:15
小田桐 弘子

（元福岡女学院短期大学教授、
　　福岡女学院大学名誉教授）

1,890円
【同窓生】

【一　般】 各講座 2,100円

4,500円（同窓生特別価格）３ 講座
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同窓会の活動のお手伝いをしてくださる『サポーター』を募集しています。
女学校、中高、短大、大学、大学院、看護大すべてのグレード卒業の方が対

象です。
1日だけでも遠方の方でもOKです。バザーやホームカミングの際には「サポー

ター」の方々にご協力いただいています。ご自分にあった同窓会や学院へのサ
ポートの方法があると思いますので、まずはご登録をお願いします。サポーター
としてご登録いただける方は、同窓会事務局（TEL&FAX092-575-2479）までご
連絡ください。ぶどうの木の一枝として、福岡女学院に連なる皆様のご協力をお
願いいたします。

同窓会では様々なオリジナ
ルグッズを取り扱っています。
同窓会事務局、または学院の
イベントや各支部総会の際
にも販売しておりますので、
どうぞお求めください。

ミッショングッズのお知らせミッショングッズのお知らせ

学院や同窓会のイベントの際に
ミッショングッズの販売やバザー
を行っています。

応募締切　 2014年2月28日（金）

※利益の一部はバザーの当該部署の
　支援金とします。

バザー
報告

その他は、同窓会運営会計の寄付金の収入と
し、使途については役員会で討議いたします。

創立記念日では、同窓生による出店
もあります。
今年も同窓生の出店（手作り品の
み）を募集いたします。出店ご希望の
方は、同窓会事務局（TEL＆FAX 
092-575-2479）までお申し込みく
ださい。但し出店料が必要です。（参
考価格2013年度3000円）応募多
数の場合は役員会にて検討させて
いただきます。

同窓会サポーター募集！

Mission GoodsMission Goods
Fukuoka Jo Gakuin Alumnae Associat ion

2013.03.01 卒後50年ご招待

2013.05.17 同窓会総会（西鉄グランドホテル）

2013.05.18 創立記念日・

 同窓会ホームカミングデー

2013.09.07 中高学院祭

2013.10.25、26 大学祭「葡萄祭」

2013.11.9 看護大「Nursing   Festa」

10月～11月 各支部総会（10支部）

2013.12.7 天神サテライト「ハンドメイドマルシェ」

2013.12.16 メサイアコンサート（アクロス）

●

●

●

●

●

●

●

●

● 

2013年のバザー

音楽科卒業生会♪

２０１４年音楽科卒業生会演奏会　２０１４年７月１０日（木）　あいれふホール　

お仕事会報告

第１６回音楽科卒業生会が２０１３年８月１８日(日)福新樓にて開催されました。
来賓として徳永徹福岡女学院名誉院長をはじめ栗山昌子同窓会会長等の
ご出席のもと、卒業生３１名と共に無事に終える事ができました。来年も皆様
のご参加を心よりお待ちしております。

　同窓生、学院関係の皆様のおかげをもちまして、本年度も盛会の
うちにバザーを終えることができ、心からお礼申し上げます。
　次回は、美しく年を重ねていきたいと素敵な手鏡を販売予定で
す。楽しみにしていて下さいね。

・福岡女学院同窓会 .............................. 1万円
・福岡女学院卒業生合唱団「葡萄」........ 2万円
・福岡女学院中高生徒会....................... 3万円
・福岡女学院中高YWCA ...................... 3万円
・国境なき医師団 ................................... 3万円
・NPO法人ロシナンテス......................... 2万円
・子供の村福岡を設立する会................. 3万円
・福岡女学院教会.................................. 1万円

バザー売上げ
寄付先

卒業生合唱団「葡萄」

世界遺産ケルン大聖堂の高い天井から、今
歌った自分達の歌声が降りそそぐという体験に感
動でした。

卒業生合唱団「葡萄」は、昨秋ドイツ・ベル
ギー・オランダと数ヶ所の教会で献歌をしながら
旅をして来ました。　街並みの美しさ、そして教会
の立派さに目を見はり、又、土地の名物料理を味
わい乍ら、ロンメル夫妻（奥様は女学院卒）の御
世話で良い旅となりました。何事も無く無事に旅を
終えることが出来、感謝を捧げたいと思います。

団長　古賀 博子（S31年高卒）

バザー
出店者
募集

ホームカミングでのサポーターの皆さん
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同窓会の活動のお手伝いをしてくださる『サポーター』を募集しています。
女学校、中高、短大、大学、大学院、看護大すべてのグレード卒業の方が対

象です。
1日だけでも遠方の方でもOKです。バザーやホームカミングの際には「サポー

ター」の方々にご協力いただいています。ご自分にあった同窓会や学院へのサ
ポートの方法があると思いますので、まずはご登録をお願いします。サポーター
としてご登録いただける方は、同窓会事務局（TEL&FAX092-575-2479）までご
連絡ください。ぶどうの木の一枝として、福岡女学院に連なる皆様のご協力をお
願いいたします。

同窓会では様々なオリジナ
ルグッズを取り扱っています。
同窓会事務局、または学院の
イベントや各支部総会の際
にも販売しておりますので、
どうぞお求めください。

ミッショングッズのお知らせミッショングッズのお知らせ

学院や同窓会のイベントの際に
ミッショングッズの販売やバザー
を行っています。

応募締切　 2014年2月28日（金）

※利益の一部はバザーの当該部署の
　支援金とします。

バザー
報告

その他は、同窓会運営会計の寄付金の収入と
し、使途については役員会で討議いたします。

創立記念日では、同窓生による出店
もあります。
今年も同窓生の出店（手作り品の
み）を募集いたします。出店ご希望の
方は、同窓会事務局（TEL＆FAX 
092-575-2479）までお申し込みく
ださい。但し出店料が必要です。（参
考価格2013年度3000円）応募多
数の場合は役員会にて検討させて
いただきます。

同窓会サポーター募集！

Mission GoodsMission Goods
Fukuoka Jo Gakuin Alumnae Associat ion

2013.03.01 卒後50年ご招待

2013.05.17 同窓会総会（西鉄グランドホテル）

2013.05.18 創立記念日・

 同窓会ホームカミングデー

2013.09.07 中高学院祭

2013.10.25、26 大学祭「葡萄祭」

2013.11.9 看護大「Nursing   Festa」

10月～11月 各支部総会（10支部）

2013.12.7 天神サテライト「ハンドメイドマルシェ」

2013.12.16 メサイアコンサート（アクロス）

●

●

●

●

●

●

●

●

● 

2013年のバザー

音楽科卒業生会♪

２０１４年音楽科卒業生会演奏会　２０１４年７月１０日（木）　あいれふホール　

お仕事会報告

第１６回音楽科卒業生会が２０１３年８月１８日(日)福新樓にて開催されました。
来賓として徳永徹福岡女学院名誉院長をはじめ栗山昌子同窓会会長等の
ご出席のもと、卒業生３１名と共に無事に終える事ができました。来年も皆様
のご参加を心よりお待ちしております。

　同窓生、学院関係の皆様のおかげをもちまして、本年度も盛会の
うちにバザーを終えることができ、心からお礼申し上げます。
　次回は、美しく年を重ねていきたいと素敵な手鏡を販売予定で
す。楽しみにしていて下さいね。

・福岡女学院同窓会 .............................. 1万円
・福岡女学院卒業生合唱団「葡萄」........ 2万円
・福岡女学院中高生徒会....................... 3万円
・福岡女学院中高YWCA ...................... 3万円
・国境なき医師団 ................................... 3万円
・NPO法人ロシナンテス......................... 2万円
・子供の村福岡を設立する会................. 3万円
・福岡女学院教会.................................. 1万円

バザー売上げ
寄付先

卒業生合唱団「葡萄」

世界遺産ケルン大聖堂の高い天井から、今
歌った自分達の歌声が降りそそぐという体験に感
動でした。

卒業生合唱団「葡萄」は、昨秋ドイツ・ベル
ギー・オランダと数ヶ所の教会で献歌をしながら
旅をして来ました。　街並みの美しさ、そして教会
の立派さに目を見はり、又、土地の名物料理を味
わい乍ら、ロンメル夫妻（奥様は女学院卒）の御
世話で良い旅となりました。何事も無く無事に旅を
終えることが出来、感謝を捧げたいと思います。

団長　古賀 博子（S31年高卒）

バザー
出店者
募集

ホームカミングでのサポーターの皆さん
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　ラ
オ
デ
ィ
キ
ア
に
あ
る
教
会
の
天
使
に
こ
う
書
き
送
れ
。

「
ア
ー
メ
ン
で
あ
る
方
、誠
実
で
真
実
な
証
人
、神
に
創
造

さ
れ
た
万
物
の
源
で
あ
る
方
が
、次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

『
わ
た
し
は
あ
な
た
の
行
い
を
知
っ
て
い
る
。あ
な
た
は
、冷

た
く
も
な
く
熱
く
も
な
い
。む
し
ろ
、冷
た
い
か
熱
い
か
、ど

ち
ら
か
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。熱
く
も
冷
た
く
も
な
く
、な
ま
ぬ

る
い
の
で
、わ
た
し
は
あ
な
た
を
口
か
ら
吐
き
出
そ
う
と
し

て
い
る
。あ
な
た
は
、《
わ
た
し
は
金
持
ち
だ
。満
ち
足
り
て

い
る
。何
一つ
必
要
な
物
は
な
い
》と
言
っ
て
い
る
が
、自
分
が

惨
め
な
者
、哀
れ
な
者
、貧
し
い
者
、目
の
見
え
な
い
者
、裸

の
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
。そ
こ
で
、あ
な
た
に

勧
め
る
。裕
福
に
な
る
よ
う
に
、火
で
精
錬
さ
れ
た
金
を
わ

た
し
か
ら
買
う
が
よ
い
。見
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、目
に

塗
る
薬
を
買
う
が
よ
い
』」。ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
3
章
14
節

―
18
節

　こ
こ
で「
ラ
オ
デ
ィ
キ
ア
に
あ
る
教
会
」は
、「
熱
く
も
冷

た
く
も
な
く
、な
ま
ぬ
る
い
の
で
、わ
た
し
は
あ
な
た
を
口
か

ら
吐
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
」と
言
わ
れ
、続
い
て「
あ
な
た

は
、『
わ
た
し
は
金
持
ち
だ
。満
ち
足
り
て
い
る
。何
一つ
必
要

な
物
は
な
い
』と
言
っ
て
い
る
が
、自
分
が
惨
め
な
者
、哀
れ

な
者
、貧
し
い
者
、目
の
見
え
な
い
者
、裸
の
者
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
な
い
」と
も
言
わ
れ
、そ
し
て
、挙
句
の
果
て

に「
見
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、目
に
塗
る
薬
を
買
う
が

よ
い
」と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。ラ
オ
デ
ィ
キ
ア
の
教

会
の
人
々
の
目
は
目
薬
が
必
要
な
ほ
ど
に
濁
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。し
か
し
そ
れ
は
、心
の
目
が
濁
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　最
近
、私
は
生
後
数
ヶ
月
の
赤
ん
坊
を
抱
っ
こ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
赤
ん
坊
の
目
は
、実
に
澄
み
切
っ
て
い

ま
し
た
。あ
あ
、赤
ん
坊
の
目
は
澄
み
切
っ
て
い
た
の
だ
と
、

今
更
の
如
く
思
い
知
っ
た
次
第
で
す
。赤
ん
坊
の
目
が
澄
み

切
っ
て
い
る
の
は
、多
分
心
の
目
が
澄
み
切
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。学
生
さ
ん
の
目
も
き
れ
い
で
す
け
れ
ど
も
、あ
の

赤
ん
坊
の
目
に
比
べ
る
と
、少
し
濁
り
か
け
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、心
の
目
が
濁
り
か
け
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。福
岡
女
学
院
に
集
う
教
員
や
学
生
の
心
の
目
が
濁
り

か
け
て
い
る
と
し
た
ら
、一
刻
も
早
く
心
の
目
に
さ
す
目

薬
を
買
い
求
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。で
は
、そ
ん
な
目
薬

は
ど
こ
で
売
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。薬
局
で
売
っ
て
い

な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、学
校
礼
拝

の
場
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。だ
か
ら
、学
校
礼
拝
の

場
に
お
い
て
こ
そ
、心
の
目
の
濁
り
に
効
き
目
の
あ
る
目

薬
の
よ
う
な
言
葉
が
語
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。学

校
礼
拝
が
終
わ
っ
て
退
出
す
る
学
生
さ
ん
の
心
の
目
の

濁
り
が
取
り
除
か
れ
て
い
る
な
ら
ば
、活
き
活
き
し
た

や
る
気
が
学
生
さ
ん
の
心
に
も
り
も
り
と
沸
き
起
こ
っ

て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　実
に
心
の
目
だ
け
は
化
粧
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。顔
に
つ
い
て
い
る
目
に
は
ア
イ
ラ
イ
ン
を
引
い
た
り
、

ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
を
塗
っ
た
り
で
き
る
で
し
ょ
う
が
、心
の

目
に
化
粧
は
で
き
ま
せ
ん
。私
は
い
つ
も
願
っ
て
い
ま
す
。

学
校
礼
拝
に
出
席
し
た
学
生
さ
ん
が
、活
き
活
き
と
し

た
目
を
し
て
礼
拝
の
場
を
後
に
す
る
こ
と
を
。反
対
に

入
っ
て
来
た
時
よ
り
も
濁
っ
た
目
で
出
て
行
く
よ
う
な

こ
と
だ
っ
た
ら
、何
の
た
め
の
学
校
礼
拝
な
の
か
と
、本

当
に
悲
し
く
な
り
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、学
校
礼
拝
だ

け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。講
義
が
語
ら
れ
る
教
室
に
つ
い

て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。先
生
方
の
講
義

に
も
、心
の
目
の
濁
り
に
効
く
目
薬
の
よ
う
な
講
義
も

あ
れ
ば
、心
の
目
を
濁
ら
せ
る
講
義
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、講
義
を
終
わ
っ
た
後
出
て
く
る
学
生
さ
ん
の

目
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。ま
っ
た
く
の
と
こ
ろ
、心
の

目
の
濁
っ
た
教
員
や
学
生
で
満
ち
満
ち
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
な
ど
と
い
う
の
は
、お
話
に
な
り
ま
せ
ん
。こ

の
福
岡
女
学
院
大
学
が
そ
ん
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

に
な
ら
な
い
た
め
に
こ
そ
、ま
ず
は
学
校
礼
拝
が
あ
り

ま
す
。ど
う
か
そ
の
こ
と
を
、肝
に
銘
じ
て
お
覚
え
く
だ

さ
い
。

　以
上
は
、こ
の
前
期
の
最
後
の
礼
拝
の
奨
励
の
抄
録
で

す
。後
期
に
は
、教
員
も
学
生
も
新
た
な
気
持
ち
で
喜
び

勇
ん
で
学
校
礼
拝
に
集
う
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。同

窓
の
皆
様
に
も
お
祈
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

大
学
宗
教
主
事

　中
川

　憲
次

ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
ほ
と
り

●
目
が
濁
る

Column

［同窓会会費について］
同窓会活動の運営は会員の皆様の会費で成り立ってお
ります。今後も同窓会活動の充実・発展のため、会費納入
の ご協力をお願いいたします。会費の振込は次ページの
振込用紙をご利用ください。この振込用紙は同窓会会費
専用の 振込用紙ですので、他のお支払いにはくれぐれも
利用されないようお願いいたします。 同窓会会費は1口
1,000円ですが、1,000円から何口分でもお支払いいただ
けます。満期は50口です。 会報「ぶどう」の送付の際の宛
名ラベルシールの左下に数字が記載されている場合は、
会費の満期までの口数となります。 何も記載されていない
場合には、完納されている方です。 

〒811-1313

宛名ラベルシール

福岡県福岡市南区曰佐3-42-1

福岡　花子　様

2999001321

■ 会員No.

完納された方にはこの数字が
入っていません。

（例）この場合は満期（額）に対
して21口分（21,000円）残っ
ています。
※1,000円から何口分でもお
支払いいただけます。

ご不明な点は同窓会事務局ま
でお尋ねください。
（TEL&FAX 092-575-2479）

■ 満期までの口数（残）

※（　）は旧姓です。※届出順です。

逝  去
2013.1 .11
2013.1 .27
2003.7 .26
2012.8 .25
2 0 1 2 . 9 . 8
2 0 1 3 . 3 . 6
2010.5 .17
2 0 1 3 . 4 . 3
2012.12.9
2013.3 .27
2013.3 .21
2012.5 .31
2 0 1 2 . 1 2
2013.4 .29
2 0 1 1 . 1 2
2013.6 .23
2010.7 .19
2013.6 .28
1 9 9 5 . 1
2012.8 .14
2013.7 .25
2 0 1 3 . 9 . 4
2013.6 .25
2012.10.23
2 0 0 2 . 3
2 0 1 1 . 1 1
2012.12.11
2013.9 .28
2013.10.11
2010.1 .18
2 0 1 2 . 5 . 1
2 0 1 3 . 9 . 5
2 0 1 3 . 9 . 2
2013.10.19
2 0 1 3 . 7 . 6
2 0 1 3 . 9 . 3
2012.2 .23
2013.11.21
2013.11.10

大石　　慶子
杉野　　トミ
須河内　幸子
大村　　リエ
田中　　睦子
福井　美紗子
永倉　　　稚
丸山　　節子
福山　ハルヨ
河合　美夏子
喜多　　露子
鎌田　加寿子
末広　　遵子
堀内　　靖子
桜木　真理子
土屋　　昭子
玉井　真佐子
田中　　君江
大村　　律子
松尾　　達子
井上　　愛子
朝倉　　蒼生
毛屋　サト子
鋤柄　　桂子
不動　友美子
白岩　　美鈴
渡辺　　鎌子
池永　　吟子
安森　　麗子
藤井　　美子
山中　　春子
入江　美智子
勝野　八重子
山口　　博子
岩下　佐枝子
松原　　ゆり
古森　　和子
濱門　　真帆
渋田　　英子

（保坂）
（植山）
（須河内）
（矢羽田）
（田中）
（池田）
（川辺）
（太田）
（宮本）
（今村）
（佐竹）
（中村 ）
（朝長）
（鶴田）
（江藤）
（中村 ）
（安藤）
（大橋）
（福田）
（森部）
（吉浦）
（市丸）
（立野）
（加藤）
（不動）
（大谷）
（有田）
（竹末）
（岩本）
（西見）
（山中）
（浜野）
（勝野）
（山口）
（橋本）
（弥吉）
（古森）
（高平）
（福井）

S 2 3 女
S17女S18専１
H 2 短
S 6 0 高
H 1 4 短
S 3 4 高
S 4 1 高
S 4 女
T 1 3 女
Ｓ 3 2 高
Ｓ 1 7 女
Ｓ 1 5 女
Ｓ 2 4 女
Ｓ 2 4 女
Ｓ 4 7 高
Ｓ 2 0 女
Ｓ 4 7 高
Ｓ 3 3 高
Ｓ5女S6専１
Ｓ 4 7 短
Ｓ18女S19専１
Ｓ 3 5 高
Ｓ 2 0 女
S 8 女
H 4 短
S42高S44短
S 2 2 女
Ｓ 3 3 高
S 2 3 女
S 1 6 女
S 2 5 高
S 2 5 高
S 3 1 高
S28高S29専1
S47高S49短
S 5 6 短
S 2 1 女
H 5 高
S 1 4 女

つつしんで哀悼の意を表し、
主による平安をお祈りいたします。

01790- 4 - 19034 　福岡女学院同窓会郵便振込口座番号

■ 会費会計／収入の部

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

2013年4月20日監査の結果、相違のないことを認めます。（監査部）

（単位：円）
■ 運営会計／収入の部

■ 運営会計／支出の部

■ 運営会計／収入の部

■ 運営会計／支出の部

■ 会費会計／支出の部

雑収入
受取利息

合計
次期繰越
合計

合計

イベント収入
名簿・ラベルシール代 他

総会費

バザー費、教養講座グレープ・
ガーデン 他

ホームカミング・卒後50年招待費 他

事務職員 3 名分

税理士報酬、役員保険料 他
事務用品代他

お茶代、オリエンテーション費 他

会員管理料、ホームページ管理料 他
役員交通費 他

中庭ガーデニングメンテナンス料 他
花代 他

電話・郵便代 他

同窓会入会記念品代
支部支援金、支部総会費 他

会報「ぶどう」発行費臨時号・18号 他

大学・看護大学友会・中高
生徒会支援金 他

総会費
前期より繰越
合計

会費会計より

2012年度予算 2012年度決算 2012年度予算

2012年度予算 2012年度決算

予 算 比

備 考

備 考

雑収入
受取利息

寄付金
イベント収入
前期より繰越
合計

会費会計より
科 目 2012年度予算

会計報告

2012年度運営会計決算
2013年度運営会計予算

備 考

予 算 比 備 考

入会金
会　費
合　計

2,712,000 円
22,569,000 円
25,281,000 円

運 営 会 計 へ 21,930,963 円

21,930,963
0
0

1,500,000
1,784,037

25,215,000

21,930,963
4,259

15,596
1,369,000
1,784,037

25,103,855

0
-4,259

-15,596
131,000

0
111,145

2,300,000
650,000

1,700,000
4,000,000

1,180,000
6,400,000

500,000
285,000

4,000,000
800,000
400,000

1,500,000
400,000
200,000
350,000

50,000
500,000

25,215,000
0

25,215,000

2,200,000
1,080,000
3,470,000
1,640,000
1,950,000

710,000
200,000

4,300,000
900,000
500,000
300,000
500,000
250,000
250,000

50,000
500,000

6,000,000
24,800,000

2,081,694
567,987

1,801,979
690,000

888,440
5,858,860

339,160
177,915

4,039,005
1,037,000

390,200
263,555
379,111
213,400
378,631

41,500
0

19,148,437
5,955,418

25,103,855

218,306
82,013

-101,979
3,310,000

291,560
541,140
160,840
107,085
-39,005

-237,000
9,800

1,236,445
20,889
-13,400
-28,631

8,500
500,000

6,066,563
-5,955,418

111,145

16,344,582
0
0
0

2,500,000
5,955,418

24,800,000

総会費
記念品費
支部関連費
支援金

活動費
広報費
会員活動費
会議費
給与費
コンピューター関連費
旅費・交通費
通信費
雑費
消耗品費
設備・営繕費
慶弔費
予備費

総務部費
会員部費
広報部費
活動費
支部関連費
支援金（学院・会員）
会議費
給与費
コンピューター関連費
旅費・交通費
通信費
雑費
消耗品費
設備・営繕費
慶弔費
予備費
学院支援積立金

総会費他
ホームカミング、卒後50年招待費、入会記念品費他
会報「ぶどう」発行費他
グレープガーデン・バザー開催等活動費
支部支援金、支部総会費他
各グレード・メサイア・サテライト支援費他
会議費
事務局3名
会員・ホームページ管理料他
役員交通費、支部総会事務局交通費他
電話、郵便代他
税理士報酬、保険料他
事務用品代他
ガーデン費他

2012年分300万円　2013年分300万円

(学院・会員)

同窓会がよりいっそう充実するように運営していきたいと思います。今後も、
同窓会の充実・発展のため、会費納入のご協力をお願いいたします。

財務部より 同窓会へのご寄付ありがとうございました。
井上ゆみ子様、後藤好子様、長岡陽子様、平田輝子様、松岡綠先生
諸岡邦子先生、横田綾子様、和田和子様、お仕事会様

ご住所のお届けについて 卒業後の住所のデータ管理は同窓会事務局にて行っております。同窓会へのお届けの住所、氏名等に変更がある場合
には必ずご連絡ください。住所変更はホームページからもできます。

同窓会事務局　TEL&FAX 092-575-2479
ホームページ　http://www2.fukujo.ac.jp/alumnae/　　E-mail　alumnae@fukujo.ac.jp

氏名の表記でシステムの都合上、旧字体など表示できない場合がございます。その場合は
代替文字で表記させていただきます。ご了承ください。

氏名の
漢字表記について � 吉 辻 辻例：

　2009年より始まったキャンパスマスタープランは、現在2期工事
が進行しており、2014年2月には竣工、供用開始となります。
　1期工事で完成した建物１Fには250名収容の多目的ホール
（エリザベス・リーホール）、2Fには学院本部事務室、3Fには情
報教育センターなどが入りました。2期工事で完成する新棟で
は、大学事務室が本部事務室と直結し、学生や教職員へ効率よ
い事務サービスが行われます。その他にも女学院紹介スペース、
さらに充実したメディア情報スペース、大会議室などができます。
また、6Fには、資料室が移転し、1Fの女学院紹介スペースより、
パソコンで、アーカイブや資料の検索ができるようになります。そ
の隣には資料室を訪れた方々がゆっくりと歓談できる談話室が
設けられ、懐かしい思い出とともに歓談していただくことが出来
ます。屋上には日佐の風景を見渡せる展望台ができます。皆様も
是非お越しください。
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　ラ
オ
デ
ィ
キ
ア
に
あ
る
教
会
の
天
使
に
こ
う
書
き
送
れ
。

「
ア
ー
メ
ン
で
あ
る
方
、誠
実
で
真
実
な
証
人
、神
に
創
造

さ
れ
た
万
物
の
源
で
あ
る
方
が
、次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

『
わ
た
し
は
あ
な
た
の
行
い
を
知
っ
て
い
る
。あ
な
た
は
、冷

た
く
も
な
く
熱
く
も
な
い
。む
し
ろ
、冷
た
い
か
熱
い
か
、ど

ち
ら
か
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。熱
く
も
冷
た
く
も
な
く
、な
ま
ぬ

る
い
の
で
、わ
た
し
は
あ
な
た
を
口
か
ら
吐
き
出
そ
う
と
し

て
い
る
。あ
な
た
は
、《
わ
た
し
は
金
持
ち
だ
。満
ち
足
り
て

い
る
。何
一つ
必
要
な
物
は
な
い
》と
言
っ
て
い
る
が
、自
分
が

惨
め
な
者
、哀
れ
な
者
、貧
し
い
者
、目
の
見
え
な
い
者
、裸

の
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
。そ
こ
で
、あ
な
た
に

勧
め
る
。裕
福
に
な
る
よ
う
に
、火
で
精
錬
さ
れ
た
金
を
わ

た
し
か
ら
買
う
が
よ
い
。見
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、目
に

塗
る
薬
を
買
う
が
よ
い
』」。ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
3
章
14
節

―
18
節

　こ
こ
で「
ラ
オ
デ
ィ
キ
ア
に
あ
る
教
会
」は
、「
熱
く
も
冷

た
く
も
な
く
、な
ま
ぬ
る
い
の
で
、わ
た
し
は
あ
な
た
を
口
か

ら
吐
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
」と
言
わ
れ
、続
い
て「
あ
な
た

は
、『
わ
た
し
は
金
持
ち
だ
。満
ち
足
り
て
い
る
。何
一つ
必
要

な
物
は
な
い
』と
言
っ
て
い
る
が
、自
分
が
惨
め
な
者
、哀
れ

な
者
、貧
し
い
者
、目
の
見
え
な
い
者
、裸
の
者
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
な
い
」と
も
言
わ
れ
、そ
し
て
、挙
句
の
果
て

に「
見
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、目
に
塗
る
薬
を
買
う
が

よ
い
」と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。ラ
オ
デ
ィ
キ
ア
の
教

会
の
人
々
の
目
は
目
薬
が
必
要
な
ほ
ど
に
濁
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。し
か
し
そ
れ
は
、心
の
目
が
濁
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　最
近
、私
は
生
後
数
ヶ
月
の
赤
ん
坊
を
抱
っ
こ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
赤
ん
坊
の
目
は
、実
に
澄
み
切
っ
て
い

ま
し
た
。あ
あ
、赤
ん
坊
の
目
は
澄
み
切
っ
て
い
た
の
だ
と
、

今
更
の
如
く
思
い
知
っ
た
次
第
で
す
。赤
ん
坊
の
目
が
澄
み

切
っ
て
い
る
の
は
、多
分
心
の
目
が
澄
み
切
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。学
生
さ
ん
の
目
も
き
れ
い
で
す
け
れ
ど
も
、あ
の

赤
ん
坊
の
目
に
比
べ
る
と
、少
し
濁
り
か
け
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、心
の
目
が
濁
り
か
け
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。福
岡
女
学
院
に
集
う
教
員
や
学
生
の
心
の
目
が
濁
り

か
け
て
い
る
と
し
た
ら
、一
刻
も
早
く
心
の
目
に
さ
す
目

薬
を
買
い
求
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。で
は
、そ
ん
な
目
薬

は
ど
こ
で
売
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。薬
局
で
売
っ
て
い

な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、学
校
礼
拝

の
場
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。だ
か
ら
、学
校
礼
拝
の

場
に
お
い
て
こ
そ
、心
の
目
の
濁
り
に
効
き
目
の
あ
る
目

薬
の
よ
う
な
言
葉
が
語
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。学

校
礼
拝
が
終
わ
っ
て
退
出
す
る
学
生
さ
ん
の
心
の
目
の

濁
り
が
取
り
除
か
れ
て
い
る
な
ら
ば
、活
き
活
き
し
た

や
る
気
が
学
生
さ
ん
の
心
に
も
り
も
り
と
沸
き
起
こ
っ

て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　実
に
心
の
目
だ
け
は
化
粧
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。顔
に
つ
い
て
い
る
目
に
は
ア
イ
ラ
イ
ン
を
引
い
た
り
、

ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
を
塗
っ
た
り
で
き
る
で
し
ょ
う
が
、心
の

目
に
化
粧
は
で
き
ま
せ
ん
。私
は
い
つ
も
願
っ
て
い
ま
す
。

学
校
礼
拝
に
出
席
し
た
学
生
さ
ん
が
、活
き
活
き
と
し

た
目
を
し
て
礼
拝
の
場
を
後
に
す
る
こ
と
を
。反
対
に

入
っ
て
来
た
時
よ
り
も
濁
っ
た
目
で
出
て
行
く
よ
う
な

こ
と
だ
っ
た
ら
、何
の
た
め
の
学
校
礼
拝
な
の
か
と
、本

当
に
悲
し
く
な
り
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、学
校
礼
拝
だ

け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。講
義
が
語
ら
れ
る
教
室
に
つ
い

て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。先
生
方
の
講
義

に
も
、心
の
目
の
濁
り
に
効
く
目
薬
の
よ
う
な
講
義
も

あ
れ
ば
、心
の
目
を
濁
ら
せ
る
講
義
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、講
義
を
終
わ
っ
た
後
出
て
く
る
学
生
さ
ん
の

目
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。ま
っ
た
く
の
と
こ
ろ
、心
の

目
の
濁
っ
た
教
員
や
学
生
で
満
ち
満
ち
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
な
ど
と
い
う
の
は
、お
話
に
な
り
ま
せ
ん
。こ

の
福
岡
女
学
院
大
学
が
そ
ん
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

に
な
ら
な
い
た
め
に
こ
そ
、ま
ず
は
学
校
礼
拝
が
あ
り

ま
す
。ど
う
か
そ
の
こ
と
を
、肝
に
銘
じ
て
お
覚
え
く
だ

さ
い
。

　以
上
は
、こ
の
前
期
の
最
後
の
礼
拝
の
奨
励
の
抄
録
で

す
。後
期
に
は
、教
員
も
学
生
も
新
た
な
気
持
ち
で
喜
び

勇
ん
で
学
校
礼
拝
に
集
う
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。同

窓
の
皆
様
に
も
お
祈
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

大
学
宗
教
主
事

　中
川

　憲
次

ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
ほ
と
り

●
目
が
濁
る

Column

［同窓会会費について］
同窓会活動の運営は会員の皆様の会費で成り立ってお
ります。今後も同窓会活動の充実・発展のため、会費納入
の ご協力をお願いいたします。会費の振込は次ページの
振込用紙をご利用ください。この振込用紙は同窓会会費
専用の 振込用紙ですので、他のお支払いにはくれぐれも
利用されないようお願いいたします。 同窓会会費は1口
1,000円ですが、1,000円から何口分でもお支払いいただ
けます。満期は50口です。 会報「ぶどう」の送付の際の宛
名ラベルシールの左下に数字が記載されている場合は、
会費の満期までの口数となります。 何も記載されていない
場合には、完納されている方です。 

〒811-1313

宛名ラベルシール

福岡県福岡市南区曰佐3-42-1

福岡　花子　様

2999001321

■ 会員No.

完納された方にはこの数字が
入っていません。

（例）この場合は満期（額）に対
して21口分（21,000円）残っ
ています。
※1,000円から何口分でもお
支払いいただけます。

ご不明な点は同窓会事務局ま
でお尋ねください。
（TEL&FAX 092-575-2479）

■ 満期までの口数（残）

※（　）は旧姓です。※届出順です。

逝  去
2013.1 .11
2013.1 .27
2003.7 .26
2012.8 .25
2 0 1 2 . 9 . 8
2 0 1 3 . 3 . 6
2010.5 .17
2 0 1 3 . 4 . 3
2012.12.9
2013.3 .27
2013.3 .21
2012.5 .31
2 0 1 2 . 1 2
2013.4 .29
2 0 1 1 . 1 2
2013.6 .23
2010.7 .19
2013.6 .28
1 9 9 5 . 1
2012.8 .14
2013.7 .25
2 0 1 3 . 9 . 4
2013.6 .25
2012.10.23
2 0 0 2 . 3
2 0 1 1 . 1 1
2012.12.11
2013.9 .28
2013.10.11
2010.1 .18
2 0 1 2 . 5 . 1
2 0 1 3 . 9 . 5
2 0 1 3 . 9 . 2
2013.10.19
2 0 1 3 . 7 . 6
2 0 1 3 . 9 . 3
2012.2 .23
2013.11.21
2013.11.10

大石　　慶子
杉野　　トミ
須河内　幸子
大村　　リエ
田中　　睦子
福井　美紗子
永倉　　　稚
丸山　　節子
福山　ハルヨ
河合　美夏子
喜多　　露子
鎌田　加寿子
末広　　遵子
堀内　　靖子
桜木　真理子
土屋　　昭子
玉井　真佐子
田中　　君江
大村　　律子
松尾　　達子
井上　　愛子
朝倉　　蒼生
毛屋　サト子
鋤柄　　桂子
不動　友美子
白岩　　美鈴
渡辺　　鎌子
池永　　吟子
安森　　麗子
藤井　　美子
山中　　春子
入江　美智子
勝野　八重子
山口　　博子
岩下　佐枝子
松原　　ゆり
古森　　和子
濱門　　真帆
渋田　　英子

（保坂）
（植山）
（須河内）
（矢羽田）
（田中）
（池田）
（川辺）
（太田）
（宮本）
（今村）
（佐竹）
（中村 ）
（朝長）
（鶴田）
（江藤）
（中村 ）
（安藤）
（大橋）
（福田）
（森部）
（吉浦）
（市丸）
（立野）
（加藤）
（不動）
（大谷）
（有田）
（竹末）
（岩本）
（西見）
（山中）
（浜野）
（勝野）
（山口）
（橋本）
（弥吉）
（古森）
（高平）
（福井）

S 2 3 女
S17女S18専１
H 2 短
S 6 0 高
H 1 4 短
S 3 4 高
S 4 1 高
S 4 女
T 1 3 女
Ｓ 3 2 高
Ｓ 1 7 女
Ｓ 1 5 女
Ｓ 2 4 女
Ｓ 2 4 女
Ｓ 4 7 高
Ｓ 2 0 女
Ｓ 4 7 高
Ｓ 3 3 高
Ｓ5女S6専１
Ｓ 4 7 短
Ｓ18女S19専１
Ｓ 3 5 高
Ｓ 2 0 女
S 8 女
H 4 短
S42高S44短
S 2 2 女
Ｓ 3 3 高
S 2 3 女
S 1 6 女
S 2 5 高
S 2 5 高
S 3 1 高
S28高S29専1
S47高S49短
S 5 6 短
S 2 1 女
H 5 高
S 1 4 女

つつしんで哀悼の意を表し、
主による平安をお祈りいたします。

01790- 4 - 19034 　福岡女学院同窓会郵便振込口座番号

■ 会費会計／収入の部

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

2013年4月20日監査の結果、相違のないことを認めます。（監査部）

（単位：円）
■ 運営会計／収入の部

■ 運営会計／支出の部

■ 運営会計／収入の部

■ 運営会計／支出の部

■ 会費会計／支出の部

雑収入
受取利息

合計
次期繰越
合計

合計

イベント収入
名簿・ラベルシール代 他

総会費

バザー費、教養講座グレープ・
ガーデン 他

ホームカミング・卒後50年招待費 他

事務職員 3 名分

税理士報酬、役員保険料 他
事務用品代他

お茶代、オリエンテーション費 他

会員管理料、ホームページ管理料 他
役員交通費 他

中庭ガーデニングメンテナンス料 他
花代 他

電話・郵便代 他

同窓会入会記念品代
支部支援金、支部総会費 他

会報「ぶどう」発行費臨時号・18号 他

大学・看護大学友会・中高
生徒会支援金 他

総会費
前期より繰越
合計

会費会計より

2012年度予算 2012年度決算 2012年度予算

2012年度予算 2012年度決算

予 算 比

備 考

備 考

雑収入
受取利息

寄付金
イベント収入
前期より繰越
合計

会費会計より
科 目 2012年度予算

会計報告

2012年度運営会計決算
2013年度運営会計予算

備 考

予 算 比 備 考

入会金
会　費
合　計

2,712,000 円
22,569,000 円
25,281,000 円

運営会計へ 21,930,963 円

21,930,963
0
0

1,500,000
1,784,037

25,215,000

21,930,963
4,259

15,596
1,369,000
1,784,037

25,103,855

0
-4,259

-15,596
131,000

0
111,145

2,300,000
650,000

1,700,000
4,000,000

1,180,000
6,400,000

500,000
285,000

4,000,000
800,000
400,000

1,500,000
400,000
200,000
350,000

50,000
500,000

25,215,000
0

25,215,000

2,200,000
1,080,000
3,470,000
1,640,000
1,950,000

710,000
200,000

4,300,000
900,000
500,000
300,000
500,000
250,000
250,000

50,000
500,000

6,000,000
24,800,000

2,081,694
567,987

1,801,979
690,000

888,440
5,858,860

339,160
177,915

4,039,005
1,037,000

390,200
263,555
379,111
213,400
378,631

41,500
0

19,148,437
5,955,418

25,103,855

218,306
82,013

-101,979
3,310,000

291,560
541,140
160,840
107,085
-39,005

-237,000
9,800

1,236,445
20,889
-13,400
-28,631

8,500
500,000

6,066,563
-5,955,418

111,145

16,344,582
0
0
0

2,500,000
5,955,418

24,800,000

総会費
記念品費
支部関連費
支援金

活動費
広報費
会員活動費
会議費
給与費
コンピューター関連費
旅費・交通費
通信費
雑費
消耗品費
設備・営繕費
慶弔費
予備費

総務部費
会員部費
広報部費
活動費
支部関連費
支援金（学院・会員）
会議費
給与費
コンピューター関連費
旅費・交通費
通信費
雑費
消耗品費
設備・営繕費
慶弔費
予備費
学院支援積立金

総会費他
ホームカミング、卒後50年招待費、入会記念品費他
会報「ぶどう」発行費他
グレープガーデン・バザー開催等活動費
支部支援金、支部総会費他
各グレード・メサイア・サテライト支援費他
会議費
事務局3名
会員・ホームページ管理料他
役員交通費、支部総会事務局交通費他
電話、郵便代他
税理士報酬、保険料他
事務用品代他
ガーデン費他

2012年分300万円　2013年分300万円

(学院・会員)

同窓会がよりいっそう充実するように運営していきたいと思います。今後も、
同窓会の充実・発展のため、会費納入のご協力をお願いいたします。

財務部より 同窓会へのご寄付ありがとうございました。
井上ゆみ子様、後藤好子様、長岡陽子様、平田輝子様、松岡綠先生
諸岡邦子先生、横田綾子様、和田和子様、お仕事会様

ご住所のお届けについて 卒業後の住所のデータ管理は同窓会事務局にて行っております。同窓会へのお届けの住所、氏名等に変更がある場合
には必ずご連絡ください。住所変更はホームページからもできます。

同窓会事務局　TEL&FAX 092-575-2479
ホームページ　http://www2.fukujo.ac.jp/alumnae/　　E-mail　alumnae@fukujo.ac.jp

氏名の表記でシステムの都合上、旧字体など表示できない場合がございます。その場合は
代替文字で表記させていただきます。ご了承ください。

氏名の
漢字表記について � 吉 辻 辻例：

　2009年より始まったキャンパスマスタープランは、現在2期工事
が進行しており、2014年2月には竣工、供用開始となります。
　1期工事で完成した建物１Fには250名収容の多目的ホール
（エリザベス・リーホール）、2Fには学院本部事務室、3Fには情
報教育センターなどが入りました。2期工事で完成する新棟で
は、大学事務室が本部事務室と直結し、学生や教職員へ効率よ
い事務サービスが行われます。その他にも女学院紹介スペース、
さらに充実したメディア情報スペース、大会議室などができます。
また、6Fには、資料室が移転し、1Fの女学院紹介スペースより、
パソコンで、アーカイブや資料の検索ができるようになります。そ
の隣には資料室を訪れた方々がゆっくりと歓談できる談話室が
設けられ、懐かしい思い出とともに歓談していただくことが出来
ます。屋上には日佐の風景を見渡せる展望台ができます。皆様も
是非お越しください。
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福岡女学院同窓会
〒811-1313 福岡県福岡市南区曰佐 3-42-1
TEL･FAX（092）575-2479
【 U  R  L】http://www2.fukujo.ac.jp/alumnae/
【E-mail】alumnae@fukujo.ac.jp

■ 個 人 情 報 取 扱 い に つ い て
２００５年４月より、個人情報保護法が制定されました。個人情報を取り扱う同窓会事務局としまして
も、慎重に皆様の会員データを管理しております。懐かしいお友達へのご連絡など、事務局へ沢山のお
問い合わせがございますが、必ずご本人様への確認をさせていただいた上でお答えしております。同窓
会会員には同姓同名の方が多くいらっしゃいます。データ管理の間違いを防ぐために生年月日のご確
認をさせていただきます。皆様のご理解とご協力をお願い致します。
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新年あけましておめでとうございます。
今回の会報「ぶどう」はいかがでしたでしょうか？
原稿をお寄せくださった皆様、学院の先生方、その他大勢の方々のご協力ありがとうございました。
これからも末永く福岡女学院の伝統を受け継いでゆく会報をお届けしたいと思います。
ご意見、ご希望がございましたらお聞かせください。
皆さまのご健康をお祈りいたします。

2014年福岡女学院同窓会設立100周年を迎えます。同窓会では『年史』の発行を予定しています。学院や同窓会に関する
過去の記録や資料をお貸しくださる方がいらっしゃいましたら、同窓会事務局（TEL:092-575-2479）までご連絡ください。ご
協力をお願いいたします。

住所・氏名変更、同窓会会費その他お問い合わせ、ご連絡は同窓会事務局へ （受付時間：月～金 午前10:00～12:00／午後13:00～16:00）

2014 年 5 月17日 土

会 場

アクロス福岡シンフォニーホール

合唱団員
募　集

７月中、本部総務課で受け付けます。
はがき、電話、ファックスまたはＥメールで申し込んでください。
申し込み方法：名前、住所、電話、パート、卒業年度、
メサイア経験有無を明記してください。

●福岡女学院同窓会会報「ぶどう」第19号 2014

卒業50年を記念して、母校の卒業式
にお招き致します。次回はS38年卒
の皆様方です。
どうぞお楽しみに。当日は同窓会セン
ターにて式後軽食の準備をしており
ます。

日　時

場　所

2014年3月1日 土
10：00～
ギール記念講堂

編集後記

ぶどうの
一粒

ぶ
 ど

 う
 

v
o

l.19  2
014

10:00-15:00

卒業生による手作り品バザー・ミッショングッズ等を販売いたします。
懐かしい先生方やお友達と楽しいティータイムをお過ごしください。
ご家族やご友人等とお誘い合わせのうえ、是非お越しください。

メイポールダンス終了後
同窓会センターにてお茶とお菓子をどうぞ

福岡女学院 創立129周年
同窓会ホームカミング&バザー

１６:３０開演予定

第32回メサイア
（火・祝）2014.12.23

MessiahGeorg Friedrich Händel The

32

「第３１回メサイア」を無事盛会の内に終了できましたことを心より感謝申し上げます。
さて、今年も「第３２回メサイア」を開催いたしますので、

皆様お誘い合わせの上ご参加くださいますようご案内申し上げます。

〒８１１－１３１３　福岡市南区曰佐３丁目４２－１　福岡女学院総務課宛
ＴＥＬ：０９２－５８１－１４９２　ＦＡＸ０９２－５７５－２４７０  Ｅ-mail：messiah＠fukujo.ac.jp

申し込み先

（広報部：末吉恵子、井上時世、永田直美）

同窓会設立100周年 「年史」　発行にあたってのお願い

nd


